








  























  





















【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

情報セキュリティマ
ネジメント

③ 28人 15人

人 基本情報技術者 ③ 10人 1人
人 応用情報技術者 ③ 1人 1人
人 工事担任者DD3種 ③ 20人 3人
％   

■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 1

0 名 0 ％

浜松情報専門学校 昭和59年12月24日 松本　文晴
〒430-0929
静岡県浜松市中区中央３丁目１０－３１

（電話） 053-450-6550

（別紙様式４）

令和２年６月３０日※１
（前回公表年月日：令和２年４月１日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
静岡理工科大学

昭和27年3月31日 橋本　新平
〒420-8538
静岡県静岡市葵区相生町１２－１８

（電話）

工業 専門課程（工業） セキュリティネットワーク科
平成３０年文部科学省

告示第３１号
－

学科の目的
従来型のＳＥ・プログラマとは異なる新しい人材として、将来的にクラウドやビッグデータ等のＩＣＴを高度に使いこなす人材である「高度ＩＣＴ利活用人材」
の育成を目的とする。

054-200-3333
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 令和2年3月25日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0 0
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
2040 1710 330 0

学期制度
■前期：  ４月１日～ ９月３０日
■後期：１０月１日～ ３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学期末に試験を行い平素の成績と合わせて、６０点以上を
合格とする。

４０人 ４６人 ０人 ３人 １１人 １４人

長期休み

■学年始：　４月　１日～４月１０日
■夏　 季：　８月　１日～８月３１日
■冬　 季：１２月２０日～１月１０日
■春　 季：　３月２１日～３月３１日

卒業・進級
条件

1.必修科目及び選択必修科目の成績評価において不可の
評価の科目がないこと。
2.総欠課時限数が年間消化時限数の１５％以内であること。
3.査定日現在で学納金に未納がないこと。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ハイキング、修学旅行、企業見学等
小テスト等を実施し、段階的に学生の理解度を把握。個別相
談には常に応じ、放課後や長期休暇等の時間を用いて個別
フォローを実施。 ■サークル活動： 有

株式会社テクノプロエンジニアリング、ＴＩＳソリューションリンク株式会社、
三栄ハイテックス株式会社、株式会社富士テクノソリューションズ

（令和元年度卒業者に関する令和２年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 85
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　2人
・自己就職希望　　　　　　　　　　1人

年度卒業者に関する

■就職者数 17

平成31年4月1日時点において、在学者49名（平成31年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者46名（令和2年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

　進路変更　病気療養

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.hamasen.ac.jp

■就職率　　　　　　　 　　： 100

令和2年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
1年次からスーツマナー講座や履歴書指導、面接練習など、
就職活動の準備を開始。また、本人及び保護者に対して就職
希望調査を行い、内定獲得まで指導を実施。
■卒業者数 20
■就職希望者数 17

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

■中退防止・中退者支援のための取組
欠席、遅刻、欠課数に応じ、保護者と連携し段階的に指導を実施。また、メンタル面へのケアとして、学校カウンセラーを配置し、学生の相談
窓口、精神的ケアを行う体制を取っている。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
特待生制度有　特待生：授業料全額免除　準特待生A：授業料の50%免除　準特待生B：授業料の25%免除　準特待生Ｃ：授業料の１０万円免
除

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）



（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別

①

②

（年間の開催数及び開催時期）

宮木　孝 浜松情報専門学校　情報系長
令和2年2月1日～

令和3年1月31日(1年)

小澤　稔 浜松情報専門学校　教務課長
令和2年2月1日～

令和3年1月31日(1年)

令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

木田　徳彦 一般社団法人コンピュータソフトウェア協会
令和2年2月1日～

令和3年1月31日(1年)

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

セキュリティ業界のニーズを取り入れるための教育課程編成委員会を開催し、関係者の意見等を加え、授業科目及び授
業時間を編成している。また、教育内容は業界のニーズにマッチするよう常に見直し、カリキュラム及びシラバスの内容を
改善している。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

企業等の意見を教育に反映させるため、学校組織内に教育課程編成委員会として位置付ける「教育課程編成委員会」を
「浜松情報専門学校 教育課程編成委員会規程」に則り設置しており、委員会の意見を教育課程の編成に反映できる体制
としている。教育課程編成委員会の意見は新年度運営計画作成の際に審査されたのち、校長の許可を経て決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

磯部　良輔 興安計装株式会社
令和2年2月1日～

令和3年1月31日(1年)

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（３月、８月）

　教育課程編成委員会から意見のあった、プログラム言語としてのｐythonの教育については、データモデル概論、機械学
習基礎理論、マルチデバイスアプリ開発演習Ⅰで利用する言語として授業に取り入れた。

（開催日時（実績））
第１回　令和元年７月２６日　１４：３０～１５：３０
第２回　令和２年２月２８日　１０：３０～１２：００
　



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

LAN構築演習
　１年次に学習したネットワークに知識を使い、Ｌ２スイッチ
ングハブ、ルータ、ファイヤーウォールを使った小規模ＬＡ
Ｎを構築し、各機器の設定方法を学習する。

株式会社門田電話工業所

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

　ネットワークの基本構成機器である、L2スイッングハブ、ルータ、ファイアウォールの用途、基本機能、設定方法を理解す
ることにより、ユーザーニーズに応えられるセキュリティの高いネットワークを考えられる人材の育成を図る目的で、この一
連の流れを指導できる企業を選定している。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

　本校の教務責任者が企業担当者と連絡を取り、講義・実習および評価方法を説明した上で、講師派遣の依頼を行う。そ
の後、企業から派遣された講師の指導の下、講義・実習の授業を本校の担当教員との協力体制の下実施し、授業終了時
に学生の学習成果を踏まえ、企業派遣講師と本校担当教員が成績評価・認定を行う。授業実施期間中は情報交換を行
い、円滑に目標の達成を図る。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

研修名「ＡＩ入門研修会」（連携企業等：全国専門学校情報教育協会）
期間：２０１９年８月８日（木）　１０：００～１７：００　対象：専門学校教員向け
内容：「AIリテラシー」の向上を図ることで、AI技術の正しい活用方法を知る。

研修名「AI（人口知能）・機械学習の活用技術研修会」（連携企業等：全国専門学校情報教育協会）
期間：２０１９年８月２９日（木）～８月３０日（金）　１０：００～１７：００　対象：専門学校教員向け
内容：AI・機械学習に関する基本的な知識および活用方法を、実際に使うことで理解を深め、AI・機械学習技術の授業展
開の企画と実践のスキルを習得する。
②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「クラス運営について」「学生との関わり方について」（連携企業等：Ａ’ワーク創造館（大阪地域職業訓練センター））
期間：２０１９年８月２８日（水）　　　　　　対象：法人内専門学校教員向け
内容：ジャンルを問わず、講師に必要とされる教え方としてのソフト面（生徒の話しを聴く技術、相手に伝える方法としての
話し方の技術など）、授業の作り方としてのハード面（カリキュラムやシラバス教材の作成、クラス運営など）の両面を学
ぶ。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等
研修名「Webアプリケーション診断コース」（連携企業等：株式会社ラック）
期間：2020年8月（オンラインによるハンズオン）　対象：セキュリティ担当者向け
内容：Webアプリケーション診断において必要な知識やスキルの習得及び脆弱性の見つけ方を学習する。実機演習を通し
て各脆弱性の基本的な診断手法を学ぶ。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

　「浜松情報専門学校　職員研修規程」を定め、教員の資質、人間性、専門分野における知識、技術の向上を図るための「教職員研修」を、企業
等及び研修機関と連携し、育成対象の教員に対し組織的及び計画的に実施している。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名：「退学者防止のための指導法」（予定）
期間：2020年８月　　　　　　対象：法人内専門学校教員向け
内容：調整中



種別

企業委員

企業委員

企業委員

企業委員

企業委員

卒業生

地域住民

保護者

    竹本　洋平 公益財団法人　静岡県予防医学協会　健康増進課
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

    山崎　正太郎 社会福祉法人　花の園会　たんぽぽ保育園　園長
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

    小野　哲 小野経営科学研究所　代表
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

    田中　宏和 一般社団法人システムコラボ・マネジメント　理事長
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 基準(1)　教育理念、目標
（２）学校運営 基準(7)　学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

　本校における学校関係者評価は、年度の教育活動をまとめた自己点検評価報告書について外部の学校関係者から意
見をいただき、学校教育に反映させることにより、教育活動及び学校運営をより良いものに改善することを目的として実施
している。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 基準(5)　教育環境
（７）学生の受入れ募集 基準(6)　学生の募集と受け入れ
（８）財務 基準(7)　財務

（３）教育活動 基準(2)　教育活動
（４）学修成果 基準(3)　教育成果
（５）学生支援 基準(4)　学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

資格取得についての取り組み方法について。専門学校として１つでも多くの資格取得を期待されていることも承知してい
るが、しっかりと実力が身について、それが資格という形で証明できることが理想である。学科によって取得する資格には
免許資格と呼ばれるものと、技術スキルを図る資格がある。年度当初には、学科ごと主要資格を設定し、合格目標を掲げ
取り組んでいる。
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 基準(7)　法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 基準(8)　社会貢献
（１１）国際交流

    山崎　文彦 地域有識者
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

    岡部　薫 浜松情報専門学校　後援会　会長
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

    金岩　洋介 Recesin株式会社　代表取締役
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

    鯨　佑輔 浜松情報専門学校　同窓会　会長
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:
公表時期：令和２年６月３０日



（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　本校の教育活動及び学校運営について理解を求めるため、県内就職先企業関係者を本校に招き、学校の説明会を実
施している。詳細については、学校評価書及び学校情報をホームページ上で公開していることを伝えている。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校概要、教育理念、教育目標

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（５）様々な教育活動・教育環境   施設・設備、学校行事、各種コンテスト、大学との連携プロジェクト、選択
（６）学生の生活支援 カウンセリング、保護者との連携体制
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、経済的支援措置

（２）各学科等の教育 設置コース、専門課程、修業年数、募集定員、学習時間数、入学者数、
（３）教職員 教職員数、組織図、研修
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育、就職支援

（１１）その他 その他の教育活動（附帯事業等）
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:https://www.hamasen.ac.jp

（８）学校の財務 資金収支計算書、貸借対照表
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受け入れ（受入学科、入学選考方法、出願資格）

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
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〇
コミュニケー
ション活動Ⅰ

有意義な学生生活を過ごすために、各学校
イベントを通して見聞を広げ、協調性を身
につける。

1
通

30 1 〇 〇 〇

〇
コミュニケー
ション活動Ⅱ

有意義な学生生活を過ごすために、各学校
イベントを通して見聞を広げ、協調性を身
につける。また修学旅行を実施する。

2
通

60 2 〇 〇 〇

〇
就職活動準備
講座Ⅰ

企業から内定をもらい、社会人として最低
限わきまえたいビジネスマナーのポイント
を各自で意識し、挨拶・コミュニケーショ
ン力等実践できるレベルまで引き上げる。

1
通

60 2 〇 〇 〇

〇
就職活動準備
講座Ⅱ

就職活動に必要なマナー、提出書類の記載
の仕方、面接での効果的なアピール方法な
ど自己分析により可能性を認識し、就職活
動に活かす知識を身に付ける。

2
前

30 1 〇 〇 〇

〇
ワープロ・表
計算基礎

一般常識ともいえるワープロ、表計算を
「使える」ではなく「使いこなせる」こと
を目標に、さまざまな機能を学習し、日本
語ワープロ検定や表計算検定試験に挑戦す
る。

1
通

60 2 〇 〇 〇

〇
ビ ジ ネ ス マ
ナー

就職（就活）前におさえておきたいビジネ
ス知識や社会人のマナーから、問題発見
力・提案力・発信力までを学習する。ま
た、グループ討論やプレゼンテーションな
ど演習を中心とした内容となる。

1
前

30 1 〇 〇 〇

〇
プレゼンテー
ション基礎

コミュニケーション手段の基本的な点を理
解し、それらの技法を身につける。さらに
効果的なプレゼンテーションの方法であ
る、パワーポイントの使い方を学習する。

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇 企業会計

現代の経営管理では、情報システムが多く
利活用されている。本講座では、企業・組
織についてと経営に関する知識について、
コンピュータがどの様に利活用されている
のかを学習する。

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇
ビジネス英会
話入門

グローバル化が進むビジネスでは、英語力
が不可欠となる。ＩＴ連業務において必要
な英語の資料読解、簡単な口頭およびメー
ルや書面でのコミュニケーションができる
までを目標とする。

2
前

30 1 〇 〇 〇

〇 選択科目Ⅰ
各自学習の進度に応じて興味のある分野を
選択し学習する。

1
前

30 2 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（専門課程（工業）セキュリティネットワーク科）　令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



〇 選択科目Ⅱ
各自学習の進度に応じて興味のある分野を
選択し学習する。

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇 選択科目Ⅲ
各自学習の進度に応じて興味のある分野を
選択し学習する。

2
前

30 2 〇 〇 〇

〇 選択科目Ⅳ
各自学習の進度に応じて興味のある分野を
選択し学習する。

2
後

30 2 〇 〇 〇

〇 情報基礎理論

コンピュータの基本となるハードウェアや
ソフトウェアの基礎知識を学習をする。コ
ンピュータを構成する各装置や動作原理、
オペレーティングシステムや処理方法な
ど、システム管理に必要な知識を習得す
る。

1
通

60 2 〇 〇 〇

〇
ネットワーク
システム概論

スモールオフィス程度の小規模ネットワー
クの構築、運用について学習する。また、
Ｗｉｎｄｏｗｓのネットワーク設定及びＷ
ｉＦｉルータ、スイッチなどのネットワー
ク機器の用途と設定に必要な知識を習得す
る。

1
前

30 1 〇 〇 〇

〇
データベース
基礎理論

データベースとは、データを整理統合し、
コンピュータによる効率的な検索や更新が
できるように構造化されたファイルのこと
である。本講座では、データベースの基礎
知識、正規化、ＳＱＬ、運用方法などにつ
いて学習する

1
後

30 1 〇 〇 〇

〇
ネットワーク
基礎理論

有線ＬＡＮや無線ＬＡＮ、スイッチングや
ルーティングなど、通信ネットワークの基
本的な技術について学ぶ。情報処理技術者
試験の通信ネットワークの範囲を網羅す
る。

1
後

60 2 〇 〇 〇

〇
システム設計
概論

アプリケーション開発からＷｅｂシステム
まで様々なシステムの開発技法やプロジェ
クトマネジメントの考え方などシステム設
計の基本的な手法を学習する。

1
後

30 1 〇 〇 〇

〇
データモデル
概論

ある問題を解決するための手順や考え方を
アルゴリズムという。本講座では、アルゴ
リズムの図的表現であるフローチャートの
書き方を学習し、効率的で分かりやすいア
ルゴリズムの技法を学習する。

1
前

30 1 〇 〇 〇

〇
機械学習基礎
理論

近年、ビックデータ等の大量なデータを解
析し、見えないものを予測するための機械
学習がビジネスに活用されている。本講座
では、機械学習の基本知識を学習する。

1
後

30 1 〇 〇 〇

〇
情報セキュリ
ティ概論

情報セキュリティの基礎知識を学習する。
暗号・認証技術から、サイバー攻撃等の脅
威やマルウェア、セキュリティ対策技術、
国際標準規格や関連する法規、ガイドライ
ンまでの幅広い分野の理解を深める。

1
前

30 1 〇 〇 〇

〇
情報セキュリ
ティ技術論

多様・高度化しているサイバー攻撃を受け
ないようにするための対策方法を学習す
る。主に技術的観点から脅威に対しての危
険性や対策方法の理解を深める。

1
通

30 1 〇 〇 〇



〇
情報セキュリ
ティ対策論

組織や企業を脅かすリスクには様々なもの
がある。これらのリスクを把握し、必要な
対策を講じる必要がある。本講座では、脆
弱性の発見から対策、予防などに必要なセ
キュリティ対策の基本知識を学習する。

2
前

30 1 〇 〇 〇

〇
ＵＩデザイン
論

情報セキュリティを脅かす脅威は、外部か
らの攻撃だけではない。操作ミスなどから
の情報漏洩も大きな脅威になる。本講座で
は、ユーザインタフェースの重要性と設計
に必要な基礎知識を学習する。

2
前

30 1 〇 〇 〇

〇
Ｗｅｂ技術基
礎

攻撃者の多くはＷｅｂ技術を使って攻撃し
てくる。防御するためには。Ｗｅｂの仕組
みを正しく理解することが重要となる。本
講座では、ＨＴＭＬとＣＳＳを使ってＷｅ
ｂページを作成し、Ｗｅｂサイトの仕組み
の理解を深める。

1
前

30 1 〇 〇 〇

〇
Ｗｅｂ技術応
用

現在のＷｅｂサイトの多くは、アニメー
ション効果で動きを付けたり、インタラク
ティブ性を持たせている。本講座では、プ
ログラム言語を使って、Ｗｅｂページを作
成し、動きのあるＷｅｂサイトの仕組みの
理解を深める。

1
後

60 2 〇 〇 〇

〇
クラウド技術
基礎

近年、メールやオフィス機能、オンライン
ストレージなどのクラウドサービスが普及
している。本講座では、クラウドサービス
の種類や特徴などの基礎知識について学習
する。

1
前

30 1 〇 〇 〇

〇
クラウド技術
応用

クラウド技術基礎で習得した基礎知識を基
に、クラウド導入にあたっての検討事項や
成功のためのポイントについて学習する。
さらに、導入にあたってもリスクなどにつ
いても理解を深める。

1
後

30 1 〇 〇 〇

〇 特別講義Ⅰ
主として、情報処理技術者試験やＭＴＡ試
験の受験に必要な試験対策を実施する。

1
後

60 2 〇 〇 〇

〇 特別講義Ⅱ
主として、情報処理技術者試験や電気通信
工事担任者試験の受験に必要な試験対策を
実施する。

2
通

240 8 〇 〇 〇

〇
スマートシス
テム開発演習
Ⅰ

Ｗｅｂサーバなどに使用されるＬｉｎｕｘ
ＯＳの基本操作から各種サーバ構築につい
て学習する。ネットワーク基礎理論で学習
した各種プロトコルが、どの様に実装され
るのかを確認する。

1
通

60 2 〇 〇 〇

〇
スマートシス
テム開発演習
Ⅱ

サーバーを防衛するためのＯＳのセキュリ
ティ基礎知識と各種サーバー（ＤＮＳ、Ｗ
ｅｂ、メールサーバー、ＦＴＰ、ＳＳＨ）
の安全な設定手法、セキュリティ侵害を感
知するためのシステムログの管理手法を学
習する。

2
通

60 2 〇 〇 〇

〇
システム企画
設計演習

ビジネスのシステム及び人間の脳と行動の
仕組みを理解することで、社会人に求めら
れる基礎的な力の習得を目指し、企業内の
人間関係や身近な人との関わり方を効果的
なものにする方法を身に付け、ビジネスに
必要なシステム思考を学習する。

1
通

60 2 〇 〇 〇



〇
ＬＡＮ構築演
習

スイッチングハブとルーターを利用した有
線ＬＡＮの設計・配線を指導する。ＴＣＰ
／ＩＰ、スイッチング、ＶＬＡＮ、ルー
ティングやアクセスリスト、ファイア
ウォールなどの知識を深める。

2
通

60 2 〇 〇 〇 〇

〇
マルチデバイ
スアプリ開発
演習Ⅰ

情報セキュリティにおいて重要となる、Ｗ
ｅｂ、暗号、ネットワークなどについて、
プログラミング言語による実装を行うこと
で、攻撃手法や防御技術の原理を学習す
る。

1
後

60 2 〇 〇 〇

〇
マルチデバイ
スアプリ開発
演習Ⅱ

ＰＨＰの脆弱性を狙ったサイバー攻撃は、
日々進化を続け、後を絶たない。本講座で
は、ＰＨＰとＭｙＳＱＬ（データベース）
の基本知識を習得し、Ｗｅｂサイトのセ
キュリティ対策ができるようになる。

2
前

90 3 〇 〇 〇

〇
クラウド構築
演習

これまでに学習したネットワーク、データ
ベース、クラウドの知識を基に、仮想環境
上に各種サーバ機能を構築する演習を行う
ことで、クラウドの導入から運用までの理
解を深める。

2
後

60 2 〇 〇 〇

〇
データベース
構築演習

データベースの構築手順と活用技術を学習
する。業務システムで多く利用されている
ユーザ管理や在庫管理などのデータベース
を活用したシステムを実際に設計し、構築
する。

2
前

30 1 〇 〇 〇

〇 卒業研究

２年間の成果を残すための製作演習を行
う。ネットワークやセキュリティについて
の学習を目に見えるものとして作品を残
す。

2
後

240 8 〇 〇 〇

　　　39科目合計 2040単位時間(  74  単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全科目の成績評価において不可の評価(評価点６０点未満)がなく、年間出席時限
数が年間消化時限数の８５％以上であり学納金未納でないこと。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 20週

（留意事項）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
コンピュータ
ミュージック

コンピュータミュージックのソフトウェア
に、既成の楽譜を打ち込みながら、楽譜の読
み方などについても学習する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 音楽 ピアノ演奏の基礎技能について学習する。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ イラスト表現
目的、テーマ、表現方法を考慮した上で、イラス
トレーション制作を行う。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 画像処理表現
画像処理ソフトウェアを使用し、それぞれの学生
が自分で選んだテーマの作品を制作する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
カ ラ ー コ ー
ディネイト

イメージを色で表現するトレーニングを積み
重ねて実用的な色彩表現力を身につけること
を目的とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
データベース
ア プ リ ケ ー
ション

データベースソフトの「Ａｃｃｅｓｓ」を使
いこなせるよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
表計算アプリ
ケーション

表計算ソフトの「Ｅｘｃｅｌ」を使いこなせ
るよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
ビジュアルプ
ログラミング

ビジュアルプログラミングの「Ｖｉｓｕａｌ
Ｂａｓｉｃ」を使いこなせるよう、学習して
いく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ ワープロ技法
ワープロソフトの「Ｗｏｒｄ」を使いこなせ
るよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
プレゼンテー
ション技法

プレゼンテーションソフトの「ＰｏｗｅｒＰ
ｏｉｎｔ」を使いこなせるよう、学習してい
く。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
ホームページ
作成

ＨＴＭＬ言語を使用し、ホームページの基本
的なホームページを作成する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

授業科目等の概要　選択必修科目「選択科目」

（専門課程（工業）セキュリティネットワーク科）　令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
コンピュータ
会計

コンピュータ会計ソフトを使用し、基本的な
精算表を作成する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ お金の知識
株式や企業会計、個人資産などの経済知識を
学ぶ。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 公務員講座
公務員採用試験において実施される筆記試験
の学習を行う。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 秘書講座 社会人としての知識・マナーを身に付ける。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 英会話
英語による会話に馴染み、結果として会話力
を高めることを目標とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 中国語会話
中国語による会話に馴染み、結果として会話
力を高めることを目標とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 資格取得講座 漢字検定３級以上合格を目指す。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ ゼミナール
社会が求める専門性の高い分野や新技術など
について学ぶ。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 茶道
日本の文化である茶道を学び、一般教養を深
める。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 書道
日本の文化である書道を学び、一般教養を深
める。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 体育
基本的な運動を正しく行えるようにする。怪我の
ない健康な体を運動により育む。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

　　22科目合計 660単位時間(  44単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全科目の成績評価において不可の評価(評価点６０点未満)がなく、年間出席時限
数が年間消化時限数の８５％以上であり学納金未納でないこと。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 20週

（留意事項）



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

基本情報技術者試験 ① 37 人 10人

人 C言語プログラミング能力認定試験2級 ③ 37人 13人
人 工事担任者DD3種 ① 37人 20人

MTAセキュリティ ③ 37人 13人
％

■卒業者に占める就職者の割合

％

（平成 1

3 名 3.4 ％

浜松情報専門学校 昭和59年12月24日 松本　文晴
〒430-0929
静岡県浜松市中区中央３丁目１０－３１

（電話） 053-450-6550

（別紙様式４）

令和２年６月３０日※１
（前回公表年月日：令和元年10月1日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
静岡理工科大学

昭和27年3月31日 橋本　新平
〒420-8538
静岡県静岡市葵区相生町１２－１８

（電話）

工業 工業専門課程 コンピュータ科
平成15年文部科学省

告示第14号
－

学科の目的
IT業界で活躍できる人材を育てるために、コンピュータの本質を理解することに重点を置くとともに、社会に様々な角度から貢献できるエンジニアを育成
するため、より実践的な職業教育を実施することを目的とする。

054-200-3333
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成28年2月19日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0時間 0時間
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
２０４０時間 480時間 1410時間 150時間

学期制度
■前期：  ４月１日～ ９月３０日
■後期：１０月１日～ ３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学期末に試験を行い平素の成績と合わせて、６０点以上を
合格とする。

8０人 113人 3人 6人 １１人 １7人

長期休み

■学年始：　４月　１日～４月１０日
■夏　 季：　８月　１日～８月３１日
■冬　 季：１２月２０日～１月１０日
■春　 季：　３月２１日～３月３１日

卒業・進級
条件

1.必修科目及び選択必修科目の成績評価において不可の
評価の科目がないこと。
2.総欠課時限数が年間消化時限数の１５％以内であること。
3.査定日現在で学納金に未納がないこと。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ハイキング、修学旅行、企業見学等
小テスト等を実施し、段階的に学生の理解度を把握。個別相
談には常に応じ、放課後や長期休暇等の時間を用いて個別
フォローを実施。 ■サークル活動： 有

（株）カワイビジネスソフトウェア、日本デジコム（株）、ミネベアミツミ（株）、
日本情報産業（株）、高千穂ソフト(株)、(株)ロジック 等

（令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 100
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人
・

年度卒業者に関する

■就職者数 37 人

平成31年4月1日時点において、在学者８８名（平成31年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者８５名（令和2年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

病気療養、進路変更

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.hamasen.ac.jp

■就職率　　　　　　　　　： 100

令和2年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
1年次からスーツマナー講座や履歴書指導、面接練習など、
就職活動の準備を開始。また、本人及び保護者に対して就職
希望調査を行い、内定獲得まで指導を実施。
■卒業者数 37
■就職希望者数 37

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

■中退防止・中退者支援のための取組
欠席、遅刻、欠課数に応じ、保護者と連携し段階的に指導を実施。また、メンタル面へのケアとして、学校カウンセラーを配置し、学生の相談
窓口、精神的ケアを行う体制を取っている。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
特待生制度有　特待生：授業料全額免除　準特待生A：授業料の50%免除　準特待生B：授業料の25%免除　準特待生Ｃ：授業料の１０万円免
除

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）



（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別

①

③

（年間の開催数及び開催時期）

宮木　孝 浜松情報専門学校　情報系長 令和2年2月1日～
令和3年1月31日(1年)

令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

木田　徳彦 一般社団法人コンピュータソフトウェア協会 令和2年2月1日～
令和3年1月31日(1年)

鈴木　康祐 株式会社ロジック 令和2年2月1日～
令和3年1月31日(1年)

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
コンピュータ技術者の教育要件を基に、システム開発現場において求められる知識・能力について、業界のニーズを取り
入れるための教育課程編成委員会を開催し、関係者の意見等を加え、授業科目及び授業時間を編成している。また、教

育内容は業界のニーズにマッチするよう常に見直し、カリキュラム及びシラバスの内容を改善している。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

企業等の意見を教育に反映させるため、学校組織内に教育課程編成委員会として位置付ける「教育課程編成委員会」を
「浜松情報専門学校 教育課程編成委員会規程」に則り設置しており、委員会の意見を教育課程の編成に反映できる体制
としている。教育課程編成委員会の意見は新年度運営計画作成の際に審査されたのち、校長の許可を経て決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

小澤　稔 浜松情報専門学校　教務課長 令和2年2月1日～
令和3年1月31日(1年)

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

伊藤　清香 浜松情報専門学校　コンピュータ科　学科長 令和2年2月1日～
令和3年1月31日(1年)

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（３月、８月）

第1回教育課程編成委員会で1つの言語をマスターすれば、他の言語を理解しやすくなるとの指摘を受け、県西部地区としては制御系の就職先も多数あるため、
C言語やC#などC言語系を時間をかけ学習している。また、新カリキュラムではAIや機械学習の関連もあるのでPythonを取り入れることにした。基本情報技術試
験について現状の７月まで午前免除試験の学習、９月から午後の対策では、午後の対策が間に合わないので早めから午後の問題に触れた方が良いという指摘
を受け、希望者に対して放課後の補習及び課題を提示・提出させ対応した。
第2回教育課程編成委員会で企業側としては、学生の技術力は分からない。学校でどれだけ努力したかの成果が資格取得なのでそれで判断するしかないという
指摘を受け、１年生に対して資格試験の対策授業では習熟度別のクラス編成を行い昨年度を大きく上回る成果を出すことが出来た。

（開催日時（実績））
第１回　令和元７月２６日　１３：００～１４：３０
第２回　令和２年２月２８日　９：００～１０：３０
　

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

学科の育成目標であるコンピュータプログラマ・システムエンジニアとしての基礎知識・基礎技術を習得した上で、業界で採用されている業務シス
テム開発手法とプログラミング技術を使ったシステム開発を行う。販売管理を中心とした基幹業務を対象として、企業からの派遣講師の指導を受
けることにより、ＩＴ業界での就労に必要な実践的かつ専門的なコンピュータプログラミングに関する技術、知識の向上を図る。現在多く取り入れら
れているシステム開発手法を実践している企業と連携し、実践的な開発手法の習得を図る。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

本校の教務責任者が企業の担当者と連絡をとり講義・実習・および評価方法を説明した後、講師派遣の依頼を行う。その
後、企業から派遣された講師の指導の下、講義・実習の授業を、本校の担当教員との協力体制のもと実施し、授業終了時
に学生の学習成果の評価を踏まえ、企業派遣講師と本校担当教員が成績評価・認定を行う。授業実施期間中は毎時開
始・終了時に情報交換を行い、円滑に目標とする成果の達成を図る。



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

Windows
プログラミング

C++またはC#などでオブジェクト指向とWindowsプログラム
の学習をする

 一般社団法人ｼｽﾃﾑﾗﾎﾞ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

研修名「　PHP Webアプリケーション開発入門　」（連携企業等：（株）カサレアル　ラーニングサービス　）
期間：2019年8月1日（木）～8月2日（金）　　　　　　対象：コンピュータ科教員
内容：PHPでデータベースアクセスを伴うWebアプリケーション開発

研修名「　Webアプリケーション開発 Servlet & JSP編　」（連携企業等：（株）カサレアル　ラーニングサービス　）
期間：2019年12月25日（水）～12月27日（金）　　　　　　対象：コンピュータ科教員
内容：Webアプリケーション開発 Servlet & JSP編　ServletとJSPページを連携させた小規模なWebアプリケーション作成
②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「クラス運営について」「学生との関わり方について」（連携企業等：Ａ’ワーク創造館（大阪地域職業訓練センター））
期間：2019年８月２８日（水）　　　　　　対象：法人内専門学校教員向け
内容：ジャンルを問わず、講師に必要とされる教え方としてのソフト面（生徒の話しを聴く技術、相手に伝える方法としての
　　　　話し方の技術など）、授業の作り方としてのハード面（カリキュラムやシラバス教材の作成、クラス運営など）の両面
を学ぶ。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「　データ分析のためのPython基礎１-プログラミング編-　」（連携企業等：NECマネジメントパートナー(株)　）
期間：2020年8月11日（火）　　　　　　対象：コンピュータ科教員
内容：プログラミング言語「Python」の基本文法、リストや辞書などのデータ構造、標準ライブラリ及びオブジェクト指向プロ
グラミングの基礎修得

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
「浜松情報専門学校　職員研修規程」を定め、教員の資質、人間性、専門分野における知識、技術の向上を図るための
「教職員研修」を、企業等及び研修機関と連携し、育成対象の教員に対し組織的及び計画的に実施している。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名：「退学者防止のための指導法」（予定）
期間：2020年８月　　　　　　対象：法人内専門学校教員向け
内容：調整中



種別

企業委員

企業委員

企業委員

企業委員

企業委員

卒業生

地域住民

保護者

    竹本　洋平 公益財団法人　静岡県予防医学協会　健康増進課
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

    山崎　正太郎 社会福祉法人　花の園会　たんぽぽ保育園　園長
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

    小野　哲 小野経営科学研究所　代表
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

    田中　宏和 一般社団法人システムコラボ・マネジメント　理事長
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 基準(1)　教育理念、目標
（２）学校運営 基準(7)　学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

本校における学校関係者評価は、年度の教育活動をまとめた自己点検評価報告書について外部の学校関係者から意見
をいただき、学校教育に反映させることにより、教育活動及び学校運営をより良いものに改善することを目的として実施し
ている。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 基準(5)　教育環境
（７）学生の受入れ募集 基準(6)　学生の募集と受け入れ
（８）財務 基準(7)　財務

（３）教育活動 基準(2)　教育活動
（４）学修成果 基準(3)　教育成果
（５）学生支援 基準(4)　学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

資格取得についての取り組み方法について。専門学校として１つでも多くの資格取得を期待されていることも承知してい
るが、しっかりと実力が身について、それが資格という形で証明できることが理想である。学科によって取得する資格には
免許資格と呼ばれるものと、技術スキルを図る資格がある。年度当初には、学科ごと主要資格を設定し、合格目標を掲げ
取り組んでいる。
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 基準(7)　法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 基準(8)　社会貢献
（１１）国際交流 基準(8)　国際交流

    山崎　文彦 地域有識者
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

    岡部　薫 浜松情報専門学校　後援会　会長
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

    金岩　洋介 Recesin株式会社　代表取締役
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

    鯨　佑輔 浜松情報専門学校　同窓会　会長
令和２年４月１日～
令和３年３月３１日（１年）

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本校の教育活動及び学校運営について理解を求めるため、県内就職先企業関係者を本校に招き、学校の説明会を実施
している。詳細については、学校評価書及び学校情報をホームページ上で公開していることを伝えている。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校概要、教育理念、教育目標

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:
公表時期：令和２年６月３０日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（２）各学科等の教育 設置コース、専門課程、修業年数、募集定員、学習時間数、入学者数、
（３）教職員 教職員数、組織図、研修
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育、就職支援



（５）様々な教育活動・教育環境   施設・設備、学校行事、各種コンテスト、大学との連携プロジェクト、選択
（６）学生の生活支援 カウンセリング、保護者との連携体制
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、経済的支援措置

（１１）その他 その他の教育活動（附帯事業等）
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:https://www.hamasen.ac.jp

（８）学校の財務 資金収支計算書、貸借対照表
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受け入れ（受入学科、入学選考方法、出願資格）

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
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〇
コミュニケー
ション活動Ⅰ

有意義な学生生活を過ごすために、入学式、
始業式、オリエンテーション、終業式、防災
訓練、球技大会、ハイキング等をとおして、
見聞を広げ、協調性を身につける。

1
通

30 1 〇 〇 〇

〇
就職活動準備
講座Ⅰ

社会人としての知識・マナーを１年次より
徐々に付けていき、厳しい就職戦線を勝ち抜
くための準備を目標とする。この科目を通し
て本格的な就職活動への意識を高める。

1
通

60 2 〇 〇 〇

〇
ワープロ・表
計算基礎

ワープロ・表計算の基礎を学び、それぞれの
機能を練習する。「使いこなせる」ことを目
標に、日本語ワープロ検定や表計算検定試験
に挑戦する。

1
通

60 2 〇 〇 〇

〇
プレゼンテー
ション基礎

コミュニケーションの手段である「書くこと・話
すこと」における重要な点を理解し、それらの技
法を身につける。さらに効果的なプレゼンテー
ションの方法である、パワーポイントの使い方を
学習する。

1
後

30 1 〇 〇 〇

〇 選択科目Ⅰ
前期科目。学科の枠を外し、各種選択科目か
ら自分の興味のある科目を選択し、一般教養
力の向上を図るための学習を行う。

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇 選択科目Ⅱ
後期科目。学科の枠を外し、各種選択科目か
ら自分の興味のある科目を選択し、一般教養
力の向上を図るための学習を行う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇 ハードウェア

コンピュータの仕組みについて、構成要素、デー
タ表現、記憶装置、プロセッサの動作原理、入出
力装置などの基本的な知識を習得する。基数変換
などの計算は確実に理解したい。

1
前

60 4 〇 〇 〇

〇
基 本 ソ フ ト
ウェア

ソフトウェアの基礎について、ソフトウェア
とその種類、オペレーティングシステム、プ
ログラム言語と言語プロセッサ、ファイル編
成などの基礎的な知識を習得する。

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇
アルゴリズム
とデータ構造

情報処理関連企業でプログラマ・システムエンジニアと
して勤務実績のある教員が、ある問題を解決するための
手順や考え方をアルゴリズムという。本講座では、アル
ゴリズムの図的表現であるフローチャートの書き方と効
率的で分かりやすいアルゴリズムの技法を学習する。

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇
システム開発
基礎

システム構想から開発、運用、保守、廃棄
に至るまでのシステムライフサイクルを通
じて必要となる用語や作業内容などの基本
的な知識を習得する。

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇
システム設計
演習

情報処理関連企業でプログラマ・システムエンジニアとして勤務実績のある
教員が、システム開発基礎及びＣ言語で習得した知識を基に、システム開発
全体の流れを実習で経験する。システム設計の基本的な手法を学ぶと共に、
アドバイスを受けながら簡易なシステムの設計ができることを目標とする。

1
後

30 1 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（工業専門課程コンピュータ科）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



〇 データベース

データベースとは、データを整理統合し、コン
ピュータによる効率的な検索や更新ができるよう
に構造化されたファイルのことである。本講座で
は、データベースの基礎知識、正規化、ＳＱＬ、
運用方法などについて学習する。

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇 ネットワーク

コンピュータを活用する上で、ネットワークへの
接続は不可欠となっている。本講座では、ネット
ワークの基礎知識、接続装置、通信プロトコル、
ＬＡＮ、インターネットなどについて学習する。

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇 ＩＴ戦略

企業経営において、情報システムの活用は重要と
なっている。本講座では、企業活動、関連法規、
経営戦略に関する基礎的な知識を習得し、情報シ
ステムがどのように利活用されているのかを学習
する。

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇
ホームページ
作成基礎

ホームページ制作の基本となるＨＴＭＬ、ＣＳ
Ｓ、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔについて学習する。本
講座では、機能ごとに設けられた演習を通して、
文法を中心に基本事項を習得する。

1
後

30 1 〇 〇 〇

〇 Ｃ言語

情報処理関連企業でプログラマ・システムエンジニアと
して勤務実績のある教員が、プログラミングの導入、基
本としてＣ言語を学習する。変数と数値計算、制御構
造、関数、配列、ポインタ、構造体、標準関数、ファイ
ル処理などの基本事項を習得する。

1
通

150 5 〇 〇 〇

〇
制御プログラ
ミングⅠ

近年、家電や自動車など身近な製品にマイクロコン
ピュータが組み込まれている。本講座では、代表的なマ
イコンであるＰＩＣマイコンを使用し、ＬＥＤを制御す
るアセンブラ言語のプログラムを作成する。

1
後

30 1 〇 〇 〇

〇
Ｊａｖａ言語
Ⅰ

情報処理関連企業でプログラマ・システムエンジニアとして勤務実績のある
教員が、オブジェクト指向言語であるＪａｖａ言語の基礎を文法中心に学習
する。iｆ文やｓｗｉｔｃｈ文による条件分岐やｆｏｒ文やｗｈｉｌｅ文を
使った繰り返しからクラスやメソッドの使い方など基本事項を習得する。

1
後

30 1 〇 〇 〇

〇
情報セキュリ
ティ

インターネットの技術を含め、情報セキュリティの基礎
知識を学習する。機密性、信頼性、可用性などセキュリ
ティの基本事項を習得する。また、マイクロソフト社が
実施するＭＴＡ（Microsoft Technokogy Associate)試験
の対策も実施する。

1
後

60 4 〇 〇 〇

〇
ネットワーク
プロトコル

情報処理関連企業でプログラマ・システムエンジニアとして勤務実績のある
教員が、ほとんどのコンピュータで使用されているＴＣＰ／ＩＰを中心に、
各階層のプロトコルについて学習する。また、マイクロソフト社が実施する
ＭＴＡ（Microsoft Technokogy Associate)試験の対策も実施する。

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇 制作演習

1年間の成果を残すための制作演習を行う。シ
ステム設計基礎、システム設計演習、Ｃ言語
で学習した成果を目に見えるものとして作品
を残す。

1
後

60 2 〇 〇 〇

〇 資格講座Ⅰ
主として情報処理技術者試験の受験に必要な
試験対策を実施する。

1
後

150 5 〇 〇 〇

〇
コミュニケー
ション活動Ⅱ

有意義な学生生活を過ごすために、始業式、終業
式、防災訓練、球技大会、ハイキング、ビジネス
ショー見学等をとおして、見聞を広げ、協調性を
身につける。また修学旅行を実施する。

2
通

60 2 〇 〇 〇

〇
就職活動準備
講座Ⅱ

社会人としての知識・マナーを身に付け、厳
しい就職戦線を勝ち抜くための準備を目標と
する。この科目を通して本格的な就職活動へ
の意識を高める。

2
通

30 1 〇 〇 〇

〇 選択科目Ⅲ
前期科目。学科の枠を外し、各種選択科目か
ら自分の興味のある科目を選択し、一般教養
力の向上を図るための学習を行う。

2
前

30 2 〇 〇 〇



〇
Ｗｅｂ＋ＤＢ
プログラミン
グ

ホームページ作成基礎、その他プログラミングの学習を基に、Ｗｅｂサーバ
上で動作するサーバサイドのプログラムを作成する。またサーバ側でデータ
ベースを検索し、その結果をブラウザに返す技術についても学習する。

2
後

60 2 〇 〇 〇

〇
Ｗｉｎｄｏｗ
ｓプログラミ
ング

１年次に学習したＣ言語を基本に、Ｗｉｎｄｏｗ
ｓ上で動作するＷｉｎｄｏｗアプリケーションを
作成する。Ｗｉｎｄｏｗｓアプリケーションから
データベースサーバへのアクセス方法についても
学習する。

2
前

90 3 〇 〇 〇

〇
制御プログラ
ミングⅡ

１年次に学習したアセンブラ言語を基本に、光、
音、温度などの各種センサからの入力情報をＰＩ
Ｃマイコンで処理し、モータなどのアクチュエー
タを制御するプログラムを作成する。

2
後

60 2 〇 〇 〇

〇
Ｊａｖａ言語
Ⅱ

１年次に学習したＪａｖａ言語の基礎知識を
基に、パッケージやスレッド、ＧＵＩ、ネッ
トワークなど、アプリケーション作成に必要
なとなる実践的な技術を学習する。

2
前

60 2 〇 〇 〇

〇
サーバ構築技
術

Ｗｅｂサーバなどに使用されるＬｉｎｕｘＯＳの
基本操作から各種サーバ構築について学習する。
１年次に学習したネットワークの各種プロトコル
が、どの様に実装されるのかを確認する。

2
前

60 2 〇 〇 〇

〇
Ａｎｄｒｏｉ
ｄプログラミ
ング

モバイル端末やタブレットで使用されている
ＡｎｄｒｏｉｄＯＳ向けのアプリケーション
開発技術を学習する。実機を使用した演習を
行い、理解を深める。

2
前

60 2 〇 〇 〇

〇 ＬＡＮ技術

有線ＬＡＮや無線ＬＡＮ、スイッチングやルーティング
など、通信ネットワークの基本的な技術について学習す
る。特にイーサネット、ＷｉＦｉ、ＳＴＰ/ＲＳＴＰ、Ｖ
ＬＡＮ、ＲＩＰ、ＮＡＴ、ＩＰｖ６についての規格面を
深く学習する。

2
後

60 2 〇 〇 〇

〇 機械学習

近年、画像認識や音声認識技術が身近なもの
になってきている。本講座では、これら認識
技術の基礎となる機械学習の基本事項を習得
する。

2
前

30 1 〇 〇 〇

〇 企業会計

本講座では、簿記の基本原理を学び、次いで企業
財産の変動について記録・計算・整理する一連の
手続き体系と報告体系について学習する。なお、
簿記は情報処理の関連知識としても重要な教科で
ある。

2
通

30 2 〇 〇 〇

〇 資格講座Ⅱ
主として情報処理技術者試験の受験に必要な
試験対策を実施する。

2
後

210 7 〇 〇 〇

〇 卒業研究
２年間の成果を残すための制作演習を行う。
プログラミングまたはネットワークについて
の学習を目に見えるものとして作品を残す。

2
後

150 5 〇 〇 〇

　　　36科目合計 2040単位時間(  83  単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全科目の成績評価において不可の評価(評価点６０点未満)がなく、年間出席時限
数が年間消化時限数の８５％以上であり学納金未納でないこと。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 20週

（留意事項）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
コンピュータ
ミュージック

コンピュータミュージックのソフトウェア
に、既成の楽譜を打ち込みながら、楽譜の読
み方などについても学習する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 音楽 ピアノ演奏の基礎技能について学習する。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ イラスト表現
目的、テーマ、表現方法を考慮した上で、イラス
トレーション制作を行う。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 画像処理表現
画像処理ソフトウェアを使用し、それぞれの学生
が自分で選んだテーマの作品を制作する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
カ ラ ー コ ー
ディネイト

イメージを色で表現するトレーニングを積み
重ねて実用的な色彩表現力を身につけること
を目的とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
データベース
ア プ リ ケ ー
ション

データベースソフトの「Ａｃｃｅｓｓ」を使
いこなせるよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
表計算アプリ
ケーション

表計算ソフトの「Ｅｘｃｅｌ」を使いこなせ
るよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
ビジュアルプ
ログラミング

ビジュアルプログラミングの「Ｖｉｓｕａｌ
Ｂａｓｉｃ」を使いこなせるよう、学習して
いく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ ワープロ技法
ワープロソフトの「Ｗｏｒｄ」を使いこなせ
るよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
プレゼンテー
ション技法

プレゼンテーションソフトの「ＰｏｗｅｒＰ
ｏｉｎｔ」を使いこなせるよう、学習してい
く。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
ホームページ
作成

ＨＴＭＬ言語を使用し、ホームページの基本
的なホームページを作成する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

授業科目等の概要　選択必修科目「選択科目」

（工業専門課程コンピュータ科）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
コンピュータ
会計

コンピュータ会計ソフトを使用し、基本的な
精算表を作成する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ お金の知識
株式や企業会計、個人資産などの経済知識を
学ぶ。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 公務員講座
公務員採用試験において実施される筆記試験
の学習を行う。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 秘書講座 社会人としての知識・マナーを身に付ける。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 英会話
英語による会話に馴染み、結果として会話力
を高めることを目標とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 中国語会話
中国語による会話に馴染み、結果として会話
力を高めることを目標とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 資格取得講座 漢字検定３級以上合格を目指す。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ ゼミナール
社会が求める専門性の高い分野や新技術など
について学ぶ。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 茶道
日本の文化である茶道を学び、一般教養を深
める。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 書道
日本の文化である書道を学び、一般教養を深
める。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 体育
基本的な運動を正しく行えるようにする。怪我の
ない健康な体を運動により育む。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

　　22科目合計 660単位時間(  44単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全科目の成績評価において不可の評価(評価点６０点未満)がなく、年間出席時限
数が年間消化時限数の８５％以上であり学納金未納でないこと。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 20週

（留意事項）



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

基本情報技術者試
験

③ 15 人 4人

人 Ｃ言語検定3級 ③ 26人 22人
人 Ｃ言語検定2級 ③ 6人 6人

色彩検定3級 ③ 32人 31人
CGエンジニア検定ベーシック ③ 15人 13人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 1

3 名 4.6 ％

■中退防止・中退者支援のための取組
欠席、遅刻、欠課数に応じ、保護者と連携し段階的に指導を実施。また、メンタル面へのケアとして、学校カウンセラーを配置し、学生の相談窓口、精神的ケアを行う体制
を取っている。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
特待生制度有　特待生：授業料全額免除　準特待生A：授業料の50%免除　準特待生B：授業料の25%免除　準特待生Ｃ：授業料の１０万円免
除

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

平成31年4月1日時点において、在学者64名（平成31年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者61名（令和2年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更のため。

就職等の
状況※２

■就職率　　　　　　　　　： 100

令和2年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
1年次からスーツマナー講座や履歴書指導、面接練習など、
就職活動の準備を開始。また、本人及び保護者に対して就職
希望調査を行い、内定獲得まで指導を実施。
■卒業者数 14
■就職希望者数 12

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
IT・Web業界等（サクシード株式会社、電算インフォメーション、オーシャン
ズソフトウェア、テクノプロ、アルファプロジェクトなど）

（令和元年度卒業者に関する令和２年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 100
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数
：

12 人

長期休み

■学年始：　４月　１日～４月１０日
■夏　 季：　８月　１日～８月３１日
■冬　 季：１２月２０日～１月１０日
■春　 季：　３月２１日～３月３１日

卒業・進級
条件

1.必修科目及び選択必修科目の成績評価において不可の
評価の科目がないこと。
2.総欠課時限数が年間消化時限数の１５％以内であること。
3.査定日現在で学納金に未納がないこと。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ハイキング、修学旅行
小テスト等を実施し、段階的に学生の理解度を把握。個別相
談には常に応じ、放課後や長期休暇等の時間を用いて個別
フォローを実施。 ■サークル活動： 有

学期制度
■前期：  ４月１日～ ９月３０日
■後期：１０月１日～ ３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学期末に試験を行い平素の成績と合わせて、６０点以上を
合格とする。

60人 80人 2人 2人 11人 13人

0時間 0時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
3060時間 570時間 1950時間 540時間

認定年月日 平成30年2月27日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

工業 専門課程(工業) ゲームクリエイト科
平成23年文部科学省

告示第166号

学科の目的
　ゲームクリエイト科は、コンピュータゲーム産業における開発業務を担う人材の育成を目的としている。教育においては、特にプログラミング技術の習
得に比重を置き、Webやモバイル端末、PCやコンソール機など幅広いメディアのゲーム制作の現場で活躍できる人材を輩出することを目標としている。

054-200-3333
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
静岡理工科大学

昭和27年3月31日 橋本　新平
〒420-8538
静岡県静岡市葵区相生町１２－１８

（電話）

浜松情報専門学校 昭和59年12月24日 松本　文晴
〒430-0929
静岡県浜松市中区中央３丁目１０－３１

（電話） 053-450-6550

（別紙様式４）

令和２年６月３０日※１
（前回公表年月日：令和元年６月２５日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.hamasen.ac.jp



種別

①

③

（年間の開催数及び開催時期）

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
　本科の主要目的であるゲーム制作は、システム作成能力とコンテンツ作成能力の両方が必要となる。しかしシステムの
中身よりも、インターフェースであるコンテンツ（特に画面に投影されるもの）は、利用者の品質評価に直接的でより大きな
影響を与えてしまう。このため、コンテンツを実践的かつ専門的に指導できる企業を選定している。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

　本校の教務責任者が企業担当者と連絡を取り、講義・実習および評価方法を説明した上で、講師派遣の依頼を行う。そ
の後、企業から派遣された講師の指導の下、講義・実習の授業を本校の担当教員との協力体制の下実施実施し、授業終
了時に学生の学習成果を踏まえ、企業派遣講師と本校担当教員が成績評価・認定を行う。授業実施期間中は情報交換
を行い、円滑に目標の達成を図る。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

鈴木　祥輝
浜松情報専門学校
　ゲームクリエイト科教諭

令和２年２月１日～
令和３年１月３１日

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（３月、７月）

教育課程編成委員会から、ゲーム業界についての最新の動向、本校以外の専門学校の動向などについてお話をいただ
いた。こちらから、開校を予定している新校の取り組みについて説明し、ご意見をいただいた。本年度は、学習方法につい
ての議論の他に、ポートフォリオ（就職用の学生の作品集）の制作や、就職面接など、就職活動をサポートしていくことの
重要性も話し合われた。当科として、早速ポートフォリオの指導、面接のサポートを行っていくように対応した。

（開催日時（実績））
第１回　令和元年７月１７日　１０：００～１２：３０
第２回　令和２年２月１７日　１０：００～１２：００
 

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

ゲーム業界のニーズを取り入れるための教育課程編成委員会を開催し、関係者の意見等を加え、授業科目及び授業時
間を編成している。また、教育内容は業界のニーズにマッチするよう常に見直し、カリキュラム及びシラバスの内容を改善
している。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

企業等の意見を教育に反映させるため、学校組織内に教育課程編成委員会として位置付ける「教育課程編成委員会」を
「浜松情報専門学校 教育課程編成委員会規程」に則り設置しており、委員会の意見を教育課程の編成に反映できる体制
としている。教育課程編成委員会の意見は新年度運営計画作成の際に審査されたのち、校長の許可を経て決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

金岩　洋介 Recesin株式会社（レセジン）代表取締役
令和２年２月１日～
令和３年１月３１日

夏目　岳彦
浜松情報専門学校
　ゲームクリエイト科教諭

令和２年２月１日～
令和３年１月３１日

令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

伊藤　寛通
公益財団法人画像情報教育振興協会(ＣＧ-ＡＲＴＳ)
教育事業部 教育企画推進部 事業推進グループ課長

令和２年２月１日～
令和３年１月３１日

小澤　稔
浜松情報専門学校
　教務課長

令和２年２月１日～
令和３年１月３１日



②指導力の修得・向上のための研修等

研修名：「退学者防止のための指導法」（予定）
期間：2020年８月　　　　　　対象：法人内専門学校教員向け
内容：調整中

研修名「Maya　オンライン講座「Start@Maya」（Auto Desk 公式サイトAera内）」
（計画していた研修はコロナ禍で中止になったため、オンライン講座へ切り替えた）
期間：２０２０年３月中旬　対象：専任教員１名
内容：ゲーム業界で使用されている３次元コンピュータグラフィックスソフト「Autodesk Maya」の基本的な操作を習得する。

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「クラス運営について」「学生との関わり方について」（連携企業等：Ａ’ワーク創造館（大阪地域職業訓練センター））
期間：2019年８月２８日（水）　　　　　　対象：法人内専門学校教員向け
内容：ジャンルを問わず、講師に必要とされる教え方としてのソフト面（生徒の話しを聴く技術、相手に伝える方法としての
　　　　話し方の技術など）、授業の作り方としてのハード面（カリキュラムやシラバス教材の作成、クラス運営など）の両面
を学ぶ。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「Unity研修」（連携企業等：　企業未定（イマジカデジタルスケープ主催でサーバ連携の講座があるコース予定）　）
期間：２０２０年２月以降　　　　　　対象：ゲームクリエイト科専任教員
内容：ゲーム業界で使用されているゲームエンジン「Unity」のプログラミング、特にサーバと連携する応用的な操作を習得
する。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
「浜松情報専門学校　職員研修規程」を定め、教員の資質、人間性、専門分野における知識、技術の向上を図るための
「教職員研修」を、企業等及び研修機関と連携し、育成対象の教員に対し組織的及び計画的に実施している。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

キャラクタデザイン

ゲームで使用するキャラクタ（登場人物など）を作成する技
術を学習する。キャラクタを制作するツールとして、ドロー
系の画像処理ソフトを利用し、その基本的な技術も併せて

学習する。

イマクロデザイン

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



種別

企業委員

企業委員

企業委員

企業委員

企業委員

卒業生

地域住民

保護者

（２）各学科等の教育
設置コース、専門課程、修業年数、募集定員、学習時間数、入学者
数、

（３）教職員 教職員数、組織図、研修
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育、就職支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本校の教育活動及び学校運営について理解を求めるため、県内就職先企業関係者を本校に招き、学校の説明会を実施
している。詳細については、学校評価書及び学校情報をホームページ上で公開していることを伝えている。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校概要、教育理念、教育目標

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL: https://www.hamasen.ac.jp
公表時期：令和２年６月３０日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

    山崎　文彦 地域有識者
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    岡部　薫 浜松情報専門学校　後援会　会長
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    金岩　洋介 Recesin株式会社　代表取締役
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    鯨　佑輔 浜松情報専門学校　同窓会　会長
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

資格取得についての取り組み方法について。専門学校として１つでも多くの資格取得を期待されていることも承知してい
るが、しっかりと実力が身について、それが資格という形で証明できることが理想である。学科によって取得する資格には
免許資格と呼ばれるものと、技術スキルを図る資格がある。年度当初には、学科ごと主要資格を設定し、合格目標を掲げ
取り組んでいる。
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 基準(7)　法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 基準(8)　社会貢献
（１１）国際交流

（６）教育環境 基準(5)　教育環境
（７）学生の受入れ募集 基準(6)　学生の募集と受け入れ
（８）財務 基準(7)　財務

（３）教育活動 基準(2)　教育活動
（４）学修成果 基準(3)　教育成果
（５）学生支援 基準(4)　学生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 基準(1)　教育理念、目標
（２）学校運営 基準(7)　学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

本校における学校関係者評価は、年度の教育活動をまとめた自己点検評価報告書について外部の学校関係者から意見
をいただき、学校教育に反映させることにより、教育活動及び学校運営をより良いものに改善することを目的として実施し
ている。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

    竹本　洋平 公益財団法人　静岡県予防医学協会　健康増進課
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    山崎　正太郎 社会福祉法人　花の園会　たんぽぽ保育園　園長
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    小野　哲 小野経営科学研究所　代表
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    田中　宏和 一般社団法人システムコラボ・マネジメント　理事長
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）



（１１）その他 その他の教育活動（附帯事業等）
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL: https://www.hamasen.ac.jp

（８）学校の財務 資金収支計算書、貸借対照表
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受け入れ（受入学科、入学選考方法、出願資格）

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

（５）様々な教育活動・教育環境  施設・設備、学校行事、各種コンテスト、大学との連携プロジェクト、選択
（６）学生の生活支援 カウンセリング、保護者との連携体制
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、経済的支援措置
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○
コミュニケー
ション活動Ⅰ

始業式、オリエンテーション、終業式、防
災訓練、ハイキング、ゲームショー見学等
をとおして、見聞を広げ、協調性を身につ
ける。

1
通

30 1 ○ ○ ○

○
就職活動準備講

座Ⅰ
社会人としての知識とマナーを身につけ、
就職活動への意識を高める。

1
通

30 1 ○ ○ ○

○
ワープロ・表計

算基礎

一般常識ともいえるワープロ、表計算を「使
える」ではなく「使いこなせる」ことを目標
に、さまざまな機能を学習し、日本語ワープ
ロ検定や表計算検定試験に挑戦する。

1
通

60 2 ○ ○ ○

○
プレゼンテー
ション基礎

コミュニケーション手段の基本的な点を理
解し、それらの技法を身につける。さらに
効果的なプレゼンテーションの方法であ
る、パワーポイントの使い方を学習する。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 選択科目Ⅰ
1年間に２教科の選択科目が予定されてい
る。その中から各自学習の進度に応じて、
興味のある分野を選択し学習する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 選択科目Ⅱ
1年間に２教科の選択科目が予定されてい
る。その中から各自学習の進度に応じて、
興味のある分野を選択し学習する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ ハードウェア
基本情報用。コンピュータの仕組みについ
て、構成要素・動作原理・データ表現・各
種装置やその構成技術などを理解する。

1
前

60 4 ○ ○ ○

○ ソフトウェア
OSの動きや管理機能を学習する（タスク管
理・データ管理・仮想記憶管理など）。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
アルゴリズムと
データ構造

さまざまな処理の内容を理解した上で、最良
の手順を見いだし、流れ図として視覚化する
方法を学習する。プログラムを作成していく
上で、アルゴリズムの理解は必須である。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ ネットワーク

コンピューター同士を接続することで、情報
の共有や処理の分散、メッセージの交換など
が可能になるネットワーク技術の基本的な用
語・規則などの学習する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ データベース
基本的なデータベースの理論や正規化、Ｓ
ＱＬなどについて学習する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

　専門課程(工業)　ゲームクリエイト科　令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

教員

企
業
等
と
の
連
携

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所



○
システム開発の

基礎

開発の基本的な知識と手法を学習し、シス
テム全体の流を実習で経験する。また、ア
ドバイスを受けながら、簡易なシステム設
計ができる事を目標とする。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ ＩＴ戦略
経営戦略や会計、法務、マ―ケティング戦
略など、広くビジネスの視点から、企業活
動とＩＴの関わりを学習する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
情報マネジメン

ト
ＯＲの知識を身につけることを目標として
学習する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ Ｃ言語
プログラミングの導入・基本としてＣ言語
を学習する(Ｃ検定３級を想定し、配列まで
を学習する)。

1
前

120 4 ○ ○ ○

○
ゲームプログラ

ミングⅠ

Windowsプログラミングの基礎と、２Ｄゲー
ム制作に特有なプログラミング技法を学
ぶ。

1
後

90 3 ○ ○ ○

○
コンピュータ
グラフィックス

Ⅰ

フォトレタッチソフトを使い、描画・加
工・編集等の基本操作、機能を学び、２次
元の作品を作ることで基本的な技法を学
ぶ。

1
通

60 2 ○ ○ ○

○ 色彩理論
色彩の基本理論の習得と実践で活用するた
めの知識を、色彩検定をベースにして学
ぶ。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○ デッサン

デッサンの基礎を身につける。スケッチ技
法、イラスト的な人物など、遠近法や物の
形、質感など正しく描写するための技法を
学ぶ。

1
通

30 1 ○ ○ ○

○ ゲーム数学
数学がゲーム世界でどのように利用される
のかを、実際のプログラムで実行し確認し
ながら学ぶ。

1
後

30 4 ○ ○ ○

○
ゲーム

プランニングⅠ

ストーリーの書き方、シナリオの展開を中
心に学習する。その背景になる、過去の
ゲーム研究・心理学的側面、文章表現など
多くの事を学習する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
モバイル

コンテンツⅠ

Ｊａｖａを用いたアンドロイドプログラム
作成の開発環境のしくみ・プログラム記述
の基本事項を学びます。演習を通して単機
能の動作を確認していきます。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 作品制作Ⅰ

各自ゲーム素材を作成し、Windowsプログラムを使
用してそれらをゲームとして組み立て、一人で１
作品を作成する。自分自身で実装作業をする事
で、より理解を深める事を目標とします。

1
後

60 2 ○ ○ ○

○ 資格講座Ⅰ 検定受験のための資格試験対策を行う。
1
通

90 3 ○ ○ ○

○
コミュニケー
ション活動Ⅱ

始業式、終業式、防災訓練、ハイキング、
ゲームショー見学等をとおして、見聞を広
げ、協調性を身につける。

2
通

30 1 ○ ○ ○

○
就職活動準備講

座Ⅱ

社会人としての知識・マナーを身に付け、
厳しい就職戦線を勝ち抜くための準備を目
標とする。演習を通して実際の就職活動へ
の意識を高める。

2
通

60 2 ○ ○ ○



○ 選択科目Ⅲ
1年間に２教科の選択科目が予定されてい
る。その中から各自学習の進度に応じて、
興味のある分野を選択し学習する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○ 選択科目Ⅳ
1年間に２教科の選択科目が予定されてい
る。その中から各自学習の進度に応じて、
興味のある分野を選択し学習する。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
ゲームプログラ

ミングⅡ

ゲーム専用プログラム（ラッピングツー
ル）を使用して、２Ｄ・３Ｄプログラミン
グの高度なゲームプログラミング技術を学
習する。

2
通

120 5 ○ ○ ○

○
オブジェクト指
向プログラミン

グⅠ

オブジェクト指向プログラミングであるＣ
＋＋言語の記述方法を中心に学習する。学
習を通してWindowsプログラムを作成する。

2
後

90 3 ○ ○ ○

○
ネットワーク
プログラミング

「ソケットプログラミング」を通して、Ｔ
ＣＰ／ＩＰネットワーク上で行われている
通信の基本原理を理解する。プログラム
ソースを作成・実行する実習と、基礎理論
の再確認をする講義のなる。

2
後

60 2 ○ ○ ○

○
コンピュータ
グラフィックス

Ⅱ

３次元グラフィックスソフトの操作方法を
習得し、３Ｄゲームプログラムの素材を作
成する。

2
通

60 2 ○ ○ ○

○
キャラクタ
デザイン

デザインを描くためのツールとしてイラス
トレータの使い方を学びながら、ゲーム素
材であるキャラクタの作成技術を修得す
る。

2
前

90 3 ○ ○ ○ ○

○
ゲーム

プランニングⅡ

実際を想定して、場面設定・必要な素材・イベン
ト管理・キャラクタ・それぞれのパラメータ・イ
ベント管理・計算式などの設定を行い、どのよう
にプログラムで管理していくのかを考えて設計書
を書く。プロトタイプの作成も行う。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
Ｗｅｂプログラ

ミング

Ｗｅｂの制作に必要なＨＴＭＬなどの基本的な知
識から応用編までを習得する。素材などを用意し
て色々なデザインや機能を持ったホムページが創
作できる事を目標とする。

2
前

90 2 ○ ○ ○

○ ＷｅｂゲームⅠ

パソコンからスマートフォンまで、共通のプラット
フォームが利用され、インターネットを利用したブラウ
ザゲームが今多くの人々がプレイしています。環境・開
発手順などサンプルを利用した基本事項を学習します。

2
後

30 1 ○ ○ ○

○ 作品制作Ⅱ

ゲーム用プログラムを利用して作品を制作してい
く。自分で考えたルール・デザインの処理のプロ
グラムを考え順番に実装していきその処理を考察
していく時間とする。考えたものが実際に「動い
た」を体験して貰いたい。

2
前

60 2 ○ ○ ○

○ 作品制作Ⅲ

ゲーム用プログラムの３Ｄ部分のを学習す
る。２Ｄ処理との共通部分は多いが、３Ｄ
機能の,カメラ・レンダリング・座標管理な
ど、２Ｄとの差異を学習する。

2
後

90 3 ○ ○ ○

○ 資格講座Ⅱ
情報処理試験受験のための資格試験対策を
行う。

2
前

120 4 ○ ○ ○

○
ゲーム制作
特別講座

ゲームを制作する為の、プログラム・ツー
ル類・手法などの変化の流が早い。学習年
度のキーとして話題（業界内で利用されて
いる）となっている項目を学習する。

2
後

60 2 ○ ○ ○



○
コミュニケー
ション活動Ⅲ

始業式、終業式、防災訓練、ハイキング、
ゲームショー見学等をとおして、見聞を広
げ、協調性を身につける。また修学旅行を
実施。

3
通

60 2 ○ ○ ○

○ 就職実践

社会人としての知識・マナーを身に付け、
厳しい就職戦線を勝ち抜くための準備を目
標とする。演習を通して実際の就職活動へ
の意識を高める。

3
前

30 1 ○ ○ ○

○ 選択科目Ⅴ
1年間に２教科の選択科目が予定されてい
る。その中から各自学習の進度に応じて、
興味のある分野を選択し学習する。

3
前

30 2 ○ ○ ○

○
コミュニケー
ション技法

就職活動に必要なコミュニケーション技法
を身につける。採用側が求めるコミュニ
ケーション能力を育成する。

3
後

30 1 ○ ○ ○

○
ゲームプログラ

ミングⅢ

学習したゲームプログラムとネットワーク
の機能を実装することで、オンラインプロ
グラムの基本的な機能を確認する学習す
る。

3
通

120 4 ○ ○ ○

○
オブジェクト指
向プログラミン

グⅡ

Java言語によるオブジェクト指向プログラ
ミングの考え方・作成方法を習得する。

3
後

90 3 ○ ○ ○

○
コンピュータ
グラフィックス

Ⅲ

３次元グラフィックスの作品を制作する。
作品は、３次元モデル作成だけでなく、簡
単なアニメーションも制作する。

3
通

60 2 ○ ○ ○

〇
ゲームプランニ

ングⅢ

ゲームプランニングⅠ、Ⅱで学習した内容
を踏まえて、ゲーム制作に必要なシナリオ
や世界観、キャラクタの設定などを行う。

3
前

30 2 ○ ○ ○

○ WebゲームⅡ

今まで学習した演習内容・制作したシナリ
オを自身のアイデアで再構成や加工をして
作品として作り上げる。これらは、卒業研
究の作品などのベースとする。

3
通

60 2 ○ ○ ○

○
モバイル

コンテンツ

Ｊａｖａを用いたアンドロイドプログラム
作成の応ログラム記述の応用・実践事項を
学びます。演習を通して複合機能の動作を
確認し、使えるアプリを構築する事を目標
に学習していきます。

3
前

60 2 ○ ○ ○

○ Linux
オンラインゲームで利用されるサーバの管
理・運用ができることを目標に、Linux系OS
の基礎知識・技術を習得する。

3
前

60 2 ○ ○ ○

○ 作品制作Ⅳ
1年次、2年次で学習したプログラミング技
術とコンテンツ制作技術を総合して、ゲー
ム作品作品を制作する。

3
前

120 4 ○ ○ ○

○ 卒業研究
３年間の学習成果をまとめるために、グループご
とに研究テーマを設定し、企画から制作、発表ま
で、学生が主体的にゲーム制作を行う。

3
後

210 7 ○ ○ ○

53　　　科目合計 3060 単位時間(  120 単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全科目の成績評価において不可の評価(評価点６０点未満)がなく、年間出席時限
数が年間消化時限数の８５％以上であり学納金未納でないこと。

１学年の学期区分 2 期
１学期の授業期間 20 週
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○
コンピュータ
ミュージック

コンピュータミュージックのソフトウェア
に、既成の楽譜を打ち込みながら、楽譜の読
み方などについても学習する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 音楽 ピアノ演奏の基礎技能について学習する。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ イラスト表現
目的、テーマ、表現方法を考慮した上で、イラス
トレーション制作を行う。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 画像処理表現
画像処理ソフトウェアを使用し、それぞれの学生
が自分で選んだテーマの作品を制作する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
カ ラ ー コ ー
ディネイト

イメージを色で表現するトレーニングを積み
重ねて実用的な色彩表現力を身につけること
を目的とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
データベース
ア プ リ ケ ー
ション

データベースソフトの「Ａｃｃｅｓｓ」を使
いこなせるよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
表計算アプリ
ケーション

表計算ソフトの「Ｅｘｃｅｌ」を使いこなせ
るよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
ビジュアルプ
ログラミング

ビジュアルプログラミングの「Ｖｉｓｕａｌ
Ｂａｓｉｃ」を使いこなせるよう、学習して
いく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ ワープロ技法
ワープロソフトの「Ｗｏｒｄ」を使いこなせ
るよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
プレゼンテー
ション技法

プレゼンテーションソフトの「ＰｏｗｅｒＰ
ｏｉｎｔ」を使いこなせるよう、学習してい
く。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
ホームページ
作成

ＨＴＭＬ言語を使用し、ホームページの基本
的なホームページを作成する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

授業科目等の概要　選択必修科目「選択科目」

　専門課程(工業)　ゲームクリエイト科　令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
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業
等
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○
コンピュータ
会計

コンピュータ会計ソフトを使用し、基本的な
精算表を作成する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ お金の知識
株式や企業会計、個人資産などの経済知識を
学ぶ。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 公務員講座
公務員採用試験において実施される筆記試験
の学習を行う。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 秘書講座 社会人としての知識・マナーを身に付ける。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 英会話
英語による会話に馴染み、結果として会話力
を高めることを目標とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 中国語会話
中国語による会話に馴染み、結果として会話
力を高めることを目標とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 資格取得講座 漢字検定３級以上合格を目指す。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ ゼミナール
社会が求める専門性の高い分野や新技術など
について学ぶ。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 茶道
日本の文化である茶道を学び、一般教養を深
める。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 書道
日本の文化である書道を学び、一般教養を深
める。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 体育
基本的な運動を正しく行えるようにする。怪我の
ない健康な体を運動により育む。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

　　22科目合計 660単位時間(  44単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全科目の成績評価において不可の評価(評価点６０点未満)がなく、年間出席時限
数が年間消化時限数の８５％以上であり学納金未納でないこと。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 20週

（留意事項）



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

ＣＡＤ利用技術者試験２級 ③ 17人 14人

人 ＣＡＤ利用技術者試験１級 ③ 14人 4人
人 ３次元ＣＡＤ利用技術者試験２級 ③ 17人 14人

３次元ＣＡＤ利用技術者試験準１級 ③ 15人 6人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 1

0 名 0 ％

浜松情報専門学校 昭和59年12月24日 松本　文晴
〒430-0929
静岡県浜松市中区中央３丁目１０－３１

（電話） 053-450-6550

（別紙様式４）

令和２年６月３０日※１
（前回公表年月日：令和２年４月１日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
静岡理工科大学

昭和27年3月31日 橋本　新平
〒420-8538
静岡県静岡市葵区相生町１２－１８

（電話）

工業 専門課程（工業） ＣＡＤ科
平成15年文部科学省

告示第14号
－

学科の目的
「ＣＡＤ利用技術」「設計・デザイン」「情報技術」などの知識・技術を習得し、社会に役立つ製品を創り出そうという高い志を持ち、設計・生産管理などの
仕事に対応できる人材を育成することを目的とする。

054-200-3333
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 令和2年3月25日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0 0
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
２０４０時間 ８１０時間 １２３０時間 0

学期制度
■前期：  ４月１日～ ９月３０日
■後期：１０月１日～ ３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学期末に試験を行い平素の成績と合わせて、６０点以上
を合格とする。

６０人 ４７人 ３人 １人 ８人 ９人

長期休み

■学年始：　４月　１日～４月１０日
■夏　 季：　８月　１日～８月３１日
■冬　 季：１２月２０日～１月１０日
■春　 季：　３月２１日～３月３１日

卒業・進級
条件

1.必修科目及び選択必修科目の成績評価において不可
の評価の科目がないこと。
2.総欠課時限数が年間消化時限数の１５％以内である
こと。
3.査定日現在で学納金に未納がないこと。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ハイキング、修学旅行、企業見学等
小テスト等を実施し、段階的に学生の理解度を把握。個別相
談には常に応じ、放課後や長期休暇等の時間を用いて個別
フォローを実施。 ■サークル活動： 有

矢崎部品株式会社、株式会社ワイケーデザインリンク、第一工業株式会社、
株式会社カワイビジネスソフトウェア、株式会社システムサーキットテック、
、株式会社竜洋、株式会社飯田設計、製造業界等

（令和元年度卒業者に関する令和２年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③
のいずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得
するもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 88
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数
：

15 人

平成31年4月1日時点において、在学者４７名（平成31年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者４７名（令和2年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

 

就職等の
状況※２ ■就職率　　　　　　　　　： 94

令和2年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
1年次からスーツマナー講座や履歴書指導、面接練習など、
就職活動の準備を開始。また、本人及び保護者に対して就職
希望調査を行い、内定獲得まで指導を実施。
■卒業者数　　　　　　　　： 17

■就職希望者数 16

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

■中退防止・中退者支援のための取組
欠席、遅刻、欠課数に応じ、保護者と連携し段階的に指導を実施。また、メンタル面へのケアとして、学校カウンセラーを配置し、学生の相
談窓口、精神的ケアを行う体制を取っている。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
特待生制度有　特待生：授業料全額免除　準特待生A：授業料の50%免除　準特待生B：授業料の25%免除　準特待生Ｃ：授業料の１０万
円免除

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）



当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.hamasen.ac.jp

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反
映した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）を
いいます。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中
の者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就
職者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や
進学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了
と同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代
表的な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別

③

①

（年間の開催数及び開催時期）

中島　康弘 浜松情報専門学校　教務課長
令和2年2月1日～
令和3年1月31日(1年)

令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

名倉　慎太郎 株式会社日本設計工業　代表取締役
令和2年2月1日～
令和3年1月31日(1年)

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
機械系設計技術者の教育要件を基に、設計現場において如何にＣＡＤ利用技術を活用すべきか業界のニーズを取り入れ
るための教育課程編成委員会を開催し、関係者の意見等を加え、授業科目及び授業時間を編成している。また、教育内
容は業界のニーズにマッチするよう常に見直し、カリキュラム及びシラバスの内容を改善している。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

もの作り業界の意見を教育に反映させるため、学校組織内に教育課程編成委員会として位置付ける「教育課程編成委員
会」を「浜松情報専門学校 教育課程編成委員会規程」に則り設置しており、委員会の意見を教育課程の編成に反映でき
る体制としている。教育課程編成委員会の意見は新年度運営計画作成の際に審査されたのち、校長の許可を経て決定
する。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

矢崎　誉里 浜北機械金属工業協同組合
令和2年2月1日～
令和3年1月31日(1年)

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

新間　功輝 浜松情報専門学校　ＣＡＤ科教諭
令和2年2月1日～
令和3年1月31日(1年)

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（３月、８月）

教育課程編成委員会の意見で、学生にデータだけの製作ではなく自らの手で実物製作を行う機会を求める声が多かっ
た。
カーデザインの授業で段ボールやカッター、テープなどを使用してアナログ手法で実物を制作する授業を行った。

（開催日時（実績））
第１回　令和 元年８月　６日　１４：００～１６：００
第２回　令和  ２年３月　２日　１０：００～１２：００
　



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

生産・製造概論
生産に関わる知識の全体像を演習を通し学習する。また、工場
の自動化を意識した生産管理や生産設備について学習する。

小野経営科学研究所

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

ものづくりは商品企画から設計・生産、販売にいたるまでの、「ものと情報」の流れの中の一部であることを理解することに
より、質の高い設計・デザインを考えられる人材の育成を図る目的で、この一連の流れを指導できる企業を選定している。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

担当教員と企業の講師間で、学習内容、成果の評価について合意する。学習内容は、生産管理を中心に、ものづくりに関
する各部門との連携や「ものと情報」の流れの講義と演習を行う。その中で他の科目の学習内容と整合できるように連携
する。修了時には、評価結果を踏まえて担当教員がその科目の成績評価を行う。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。



※研修を受けていない
研修予定だったもの「VR・AR活用法」（研修機関：リード　エグジビジョン　ジャパン株式会社）
期間：２０２０年　２月
内容：製造業での品質向上を目指すVR、MR技術の活用方法を学ぶ予定ではあったが新型コロナウイルスの影響で県外
への研修が自粛となり研修に参加できなかった。状況が落ち着き次第また研修に参加する予定である。

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「クラス運営について」「学生との関わり方について」（連携企業等：Ａ’ワーク創造館（大阪地域職業訓練センター））
期間：２０１９年８月２８日（水）　　　　　　対象：法人内専門学校教員向け
内容：ジャンルを問わず、講師に必要とされる教え方としてのソフト面（生徒の話しを聴く技術、相手に伝える方法としての
話し方の技術など）、授業の作り方としてのハード面（カリキュラムやシラバス教材の作成、クラス運営など）の両面を学
ぶ。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「CATIA V5 スタートダッシュ　CAEコース　」（研修機関：株式会社アルゴグラフィックス）
期間：２０２０年１２月予定　　　　　　　　　　　　　対象：１名
内容：CATIA V5 CAEを使って単品またはアセンブリの基礎的な解析と材料力学の基礎の習得する。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係
（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
「浜松情報専門学校　職員研修規程」を定め、教員の資質、人間性、専門分野における知識、技術の向上を図るための
「教職員研修」を、企業等及び研修機関と連携し、育成対象の教員に対し組織的及び計画的に実施している。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名：「退学者防止のための指導法」（予定）
期間：2020年８月　　　　　　対象：法人内専門学校教員向け
内容：調整中



種別

企業委員

企業委員

企業委員

企業委員

企業委員

卒業生

地域住民

保護者

    竹本　洋平 公益財団法人　静岡県予防医学協会　健康増進課
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    山崎　正太郎 社会福祉法人　花の園会　たんぽぽ保育園　園長
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    小野　哲 小野経営科学研究所　代表
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    田中　宏和 一般社団法人システムコラボ・マネジメント　理事長
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 基準(1)　教育理念、目標
（２）学校運営 基準(7)　学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

本校における学校関係者評価は、年度の教育活動をまとめた自己点検評価報告書について外部の学校関係者から意見
をいただき、学校教育に反映させることにより、教育活動及び学校運営をより良いものに改善することを目的として実施し
ている。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 基準(5)　教育環境
（７）学生の受入れ募集 基準(6)　学生の募集と受け入れ
（８）財務 基準(7)　財務

（３）教育活動 基準(2)　教育活動
（４）学修成果 基準(3)　教育成果
（５）学生支援 基準(4)　学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

資格取得についての取り組み方法について。専門学校として１つでも多くの資格取得を期待されていることも承知してい
るが、しっかりと実力が身について、それが資格という形で証明できることが理想である。学科によって取得する資格には
免許資格と呼ばれるものと、技術スキルを図る資格がある。年度当初には、学科ごと主要資格を設定し、合格目標を掲げ
取り組んでいる。
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 基準(7)　法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 基準(8)　社会貢献
（１１）国際交流

    山崎　文彦 地域有識者
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    岡部　薫 浜松情報専門学校　後援会　会長
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    金岩　洋介 Recesin株式会社　代表取締役
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    鯨　佑輔 浜松情報専門学校　同窓会　会長
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:
公表時期：令和２年６月３０日



（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本校の教育活動及び学校運営について理解を求めるため、県内就職先企業関係者を本校に招き、学校の説明会を実施
している。詳細については、学校評価書及び学校情報をホームページ上で公開していることを伝えている。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校概要、教育理念、教育目標

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（５）様々な教育活動・教育環境   施設・設備、学校行事、各種コンテスト、大学との連携プロジェクト、選択
（６）学生の生活支援 カウンセリング、保護者との連携体制
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、経済的支援措置

（２）各学科等の教育 設置コース、専門課程、修業年数、募集定員、学習時間数、入学者数、
（３）教職員 教職員数、組織図、研修
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育、就職支援

（１１）その他 その他の教育活動（附帯事業等）
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:https://www.hamasen.ac.jp

（８）学校の財務 資金収支計算書、貸借対照表
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受け入れ（受入学科、入学選考方法、出願資格）

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
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〇
コミュニケー
ション活動Ⅰ

有意義な学生生活を過ごすために、各学校イ
ベントを通して見聞を広げ、協調性を身につ
ける。

1
通

30 1 〇 〇 〇

〇
コミュニケー
ション活動Ⅱ

有意義な学生生活を過ごすために、各学校イ
ベントを通して見聞を広げ、協調性を身につ
ける。また修学旅行を実施する。

2
通

60 2 〇 〇 〇

〇
就職活動準備
講座Ⅰ

企業から内定をもらい、社会人として最低限わき
まえたいビジネスマナーのポイントを各自で意識
し、挨拶・コミュニケーション力等実践できるレ
ベルまで引き上げる。

1
通

60 2 〇 〇 〇

〇
就職活動準備
講座Ⅱ

就職活動に必要なマナー、提出書類の記載の仕
方、面接での効果的なアピール方法など自己分析
により可能性を認識し、就職活動に活かす知識を
身に付ける。

2
前

30 1 〇 〇 〇

〇
ワープロ・表
計算基礎

一般常識ともいえるワープロ、表計算を「使
える」ではなく「使いこなせる」ことを目標
に、さまざまな機能を学習し、日本語ワープ
ロ検定や表計算検定試験に挑戦する。

1
通

60 2 〇 〇 〇

〇
プレゼンテー
ション基礎

コミュニケーション手段の基本的な点を理解
し、それらの技法を身につける。さらに効果
的なプレゼンテーションの方法である、パ
ワーポイントの使い方を学習する。

1
後

30 1 〇 〇 〇

〇 選択科目Ⅰ
各自学習の進度に応じて興味のある分野を選
択し学習する。

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇 選択科目Ⅱ
各自学習の進度に応じて興味のある分野を選
択し学習する。

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇 選択科目Ⅲ
各自学習の進度に応じて興味のある分野を選
択し学習する。

2
前

30 2 〇 〇 〇

〇 選択科目Ⅳ
各自学習の進度に応じて興味のある分野を選
択し学習する。

2
後

30 2 〇 〇 〇

〇 資格講座Ⅰ
「CAD利用技術者試験 2次元 2級」における製
図分野の知識を身につけ、「CAD利用技術者試
験 2次元 2級」合格を目指す。

1
通

120 4 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（専門課程（工業）ＣＡＤ科）　令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
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次
・
学
期
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業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
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と
の
連
携



〇 資格講座Ⅱ
CAD利用技術者試験」における機械製図の知識
及び作図技術と、3次元CADのモデリング技術
を身につけ、各資格の１級合格を目指す。

2
通

180 6 〇 〇 〇

〇
コ ン ピ ュ ー
ター概論

CADシステムの基本的な知識、コンピュー
ター・ネットワークの知識、CADシステムを運
用するための知識を習得する。

1
前

60 4 〇 〇 〇

〇
ものづくり概
論

ＣＡＤを活用したものづくりについて、ＣＡ
Ｄの活用、運用管理などを理解する。ＣＡＤ
利用技術者試験２級合格レベルの知識習得が
目標である。

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇 機械製図
機械製図の基礎的な知識・方法、及び立体表
現に必要な図学の基礎知識・図法などについ
て演習を通じて学ぶ。

1
前

60 4 〇 〇 〇

〇 材料力学
材料力学について、具体例を示しかつ演習を
通じて分かりやすく解説する。そして模型演
習を通じて、より理解をより深めていく。

1
前

60 4 〇 〇 〇

〇
プロダクトデ
ザイン概論

商品開発に必要なデザインの要素を学習す
る。そのためのイメージ画や商品コンセプト
を、CADを利用して制作する。

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇 ＣＡＤ概論
構造解析について、その理論を知り、基礎的
な課題を自力で解決できる能力を涵養する。

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇 ２次元ＣＡＤ
2次元CADの使い方を習得し、正確に図面を描
く技術を修得する。

1
通

60 2 〇 〇 〇

〇
３次元ＣＡＤ
基礎Ⅰ

CATIAにおける「スケッチ」「スケッチベース
フィーチャー」「ブーリアン演算」「ダイレ
クトモデリング」「測定」「アセンブリ」を
扱い3次元モデルを製作可能にする。

1
前

60 2 〇 〇 〇

〇
３次元ＣＡＤ
基礎Ⅱ

ＣＡＤでの設計経験のある教員が担当する。
３次元ＣＡＤの基本技術として「サーフェス
モデリング」「ドローイング」を学習する。

1
前

60 2 〇 〇 〇

〇
ＮＣとＣＡＤ
/ＣＡМ

ＮＣ制御・工作機械の概要を理解する。また、Ｎ
Ｃ工作機械を動かすためのプログラムを学習す
る。フライス盤と旋盤を例にＮＣプログラムのＧ
コードＭコード等について学習する。

2
通

60 2 〇 〇 〇

〇
機械ＣＡＤ演
習

JIS規格に基づいた機械図面を設計知識、
機械設計を考慮して作成することで設計者と
しての技術を身につける。

2
前

60 2 〇 〇 〇

〇
デザインＣＡ
Ｄ演習

サーフェスを用いたモデリング手法を学習
し、機械的なものだけではなくデザイン要素
の強い作品も作成可能にする。

2
前

60 2 〇 〇 〇

〇 総合演習

3次元ＣＡＤの実務経験のある教員が担当する。1
年次に学習したCADの技術・知識を用いて、自らの
力で作品制作を目指す。実物から測定を行い、CAD
で再現する技術を身に着ける。

1
後

60 2 〇 〇 〇



〇 卒業研究
2年間の学習成果を残すための制作演習を行
う。設計やＣＡＤについての学習を目に見え
るものとして作品を残す。

2
通

180 6 〇 〇 〇

〇
生産・製造概
論

製品を設計・生産する上で必要となる関連知
識を総合的に学習する。

2
通

60 4 〇 〇 〇 〇

〇 カ―デザイン

車のデザインを通して、企画設計から製品化
の流れをシミュレートしながら学習し、製品
化までの流れをイメージとしてつかみ、設計
図の重要性を学ぶ。

2
通

60 2 〇 〇 〇

〇 工作機械基礎

工作機械を用いた機械加工を主として、機械
工学の基本となる工業材料およびそれらの各
種加工技術について学習し、実践的に役立つ
知識を会得する。

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇
テクニカルイ
ラ ス ト レ ー
ション

アイデアを的確に表現して、自分の意思を相
手に伝えるというプレゼンテーション手法
や、ものづくりの基礎となる立体図の表現法
を学習する。

1
前

30 1 〇 〇 〇

〇 ＣＡＥ概論
構造解析の基礎を学習し、簡単な解析を自ら
行える力を身につける。

2
通

60 4 〇 〇 〇

〇 問題解決技法
社会で直面する様々な問題・課題に対して、
論理的思考を身に付け、「自分で答えを見つ
け出せる人」になることを目指す。

2
前

30 2 〇 〇 〇

〇 製品企画
身の回りの工業製品がどのように供給されて
いるかを「製品企画」という面を主として学
習し、実習課題を通してその理解を深める。

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇
プレゼンテー
ション演習

３次元CAD「CATIA」を使用して制作したモデ
ルを、シミュレーションやアニメーション作
成機能を利用してCADを知らない人に分かりや
すく見せる手法を学習する。

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇 機械要素

機械設計の実務経験のある教員が担当する。「ね
じ・軸＆軸受・歯車・ベルト・ばね」など機要素
の基本的知識を習得する。また、模型などを用い
た実習を通じて理解を深めていく。

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇
機械システム
設計

自動車・機械製品などの分野を主として学
び、模型などを用いた実習を通じてより理解
を深める。

2
通

60 4 〇 〇 〇

〇
機械システム

演習

実物モデルを参考にしながらＣＡＤデータを
設計出来るようにする。実物モデルの測定・
機構解析を行い、実物モデルに可能な限り近
づけるモデリング手法を身に着ける。

2
通

60 2 〇 〇 〇

　　37科目合計 2,040単位時間(  92  単位)

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全科目の成績評価において不可の評価(評価点６０点未満)がなく、年間出席時限
数が年間消化時限数の８５％以上であり学納金未納でないこと。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 20週

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。
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○
コンピュータ
ミュージック

コンピュータミュージックのソフトウェア
に、既成の楽譜を打ち込みながら、楽譜の読
み方などについても学習する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 音楽 ピアノ演奏の基礎技能について学習する。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ イラスト表現
目的、テーマ、表現方法を考慮した上で、イラス
トレーション制作を行う。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 画像処理表現
画像処理ソフトウェアを使用し、それぞれの学生
が自分で選んだテーマの作品を制作する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
カ ラ ー コ ー
ディネイト

イメージを色で表現するトレーニングを積み
重ねて実用的な色彩表現力を身につけること
を目的とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
データベース
ア プ リ ケ ー
ション

データベースソフトの「Ａｃｃｅｓｓ」を使
いこなせるよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
表計算アプリ
ケーション

表計算ソフトの「Ｅｘｃｅｌ」を使いこなせ
るよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
ビジュアルプ
ログラミング

ビジュアルプログラミングの「Ｖｉｓｕａｌ
Ｂａｓｉｃ」を使いこなせるよう、学習して
いく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ ワープロ技法
ワープロソフトの「Ｗｏｒｄ」を使いこなせ
るよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
プレゼンテー
ション技法

プレゼンテーションソフトの「ＰｏｗｅｒＰ
ｏｉｎｔ」を使いこなせるよう、学習してい
く。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
ホームページ
作成

ＨＴＭＬ言語を使用し、ホームページの基本
的なホームページを作成する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

授業科目等の概要　選択必修科目「選択科目」

（専門課程（工業）ＣＡＤ科）　令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要
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○
コンピュータ
会計

コンピュータ会計ソフトを使用し、基本的な
精算表を作成する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ お金の知識
株式や企業会計、個人資産などの経済知識を
学ぶ。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 公務員講座
公務員採用試験において実施される筆記試験
の学習を行う。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 秘書講座 社会人としての知識・マナーを身に付ける。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 英会話
英語による会話に馴染み、結果として会話力
を高めることを目標とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 中国語会話
中国語による会話に馴染み、結果として会話
力を高めることを目標とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 資格取得講座 漢字検定３級以上合格を目指す。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ ゼミナール
社会が求める専門性の高い分野や新技術など
について学ぶ。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 茶道
日本の文化である茶道を学び、一般教養を深
める。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 書道
日本の文化である書道を学び、一般教養を深
める。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 体育
基本的な運動を正しく行えるようにする。怪我の
ない健康な体を運動により育む。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

　　22科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全科目の成績評価において不可の評価(評価点６０点未満)がなく、年間出席時限
数が年間消化時限数の８５％以上であり学納金未納でないこと。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 20週

（留意事項）

合計 660単位時間(  44単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

医療事務検定試験 ③ 　　　２０人 　　２０人

人 介護報酬請求事務技能検定試験 ③ １３人 １０人
人 調剤報酬請求事務技能検定試験 ③ ２０人 １１人

秘書技能検定試験 ③ ２０人 １１人
0

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 1

2 名 4 ％

浜松情報専門学校 昭和59年12月24日 松本　文晴
〒430-0929
静岡県浜松市中区中央３丁目１０－３１

（電話） 053-450-6550

（別紙様式４）

令和２年６月３０日※１
（前回公表年月日：令和元年６月３０日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
静岡理工科大学

昭和27年3月31日 橋本　新平
〒420-8538
静岡県静岡市葵区相生町１２－１８

（電話）

商業実務 商業実務専門課程 医療事務科
平成23年文部科学

省告示第166号

学科の目的
医療事務職員にとって必要な知識と技能は「接遇・マナー」「レセプトや電子カルテの処理」「介護・福祉」に関するものなどがあります。このような知識・技
能の習得を通して社会弱者に対する思いやりの心を持って、様々な医療・福祉の職に対応できる人材の育成を目的とします。

054-200-3333
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成27年2月17日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0時間 0時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
2040時間 1020時間 810時間 210時間

学期制度
■前期：  ４月１日～ ９月３０日
■後期：１０月１日～ ３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学期末に試験を行い平素の成績と合わせて、６０点以上を
合格とする。

40人 47人 0人 6人 20人 26人

長期休み

■学年始：　４月　１日～４月１０日
■夏　 季：　８月　１日～８月３１日
■冬　 季：１２月２０日～１月１０日
■春　 季：　３月２１日～３月３１日

卒業・進級
条件

1.必修科目及び選択必修科目の成績評価において不可の
評価の科目がないこと。
2.総欠課時限数が年間消化時限数の１５％以内であること。
3.査定日現在で学納金に未納がないこと。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ハイキング、修学旅行
小テスト等を実施し、段階的に学生の理解度を把握。個別相
談には常に応じ、放課後や長期休暇等の時間を用いて個別
フォローを実施。 ■サークル活動： 有

医療事務業界、調剤事務業界、介護事務業界 （令和元年度卒業者に関する令和２年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 100
■その他

・進学者数：　　　　　　　　　　　　０人

年度卒業者に関する

■就職者数 20 人

平成31年4月1日時点において、在学者４９名（平成31年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者４７名（令和２年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.hamasen.ac.jp

■就職率　　　　　　　　　： 100

令和2年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
1年次からスーツマナー講座や履歴書指導、面接練習など、
就職活動の準備を開始。また、本人及び保護者に対して就職
希望調査を行い、内定獲得まで指導を実施。
■卒業者数 20
■就職希望者数 20

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

■中退防止・中退者支援のための取組
欠席、遅刻、欠課数に応じ、保護者と連携し段階的に指導を実施。また、メンタル面へのケアとして、学校カウンセラーを配置し、学生の相談窓口、精神的ケアを行う体制
を取っている。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
特待生制度有　特待生：授業料全額免除　準特待生A：授業料の50%免除　準特待生B：授業料の25%免除　準特待生Ｃ：授業料の１０万円免
除

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）



（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別

③

①

③

（年間の開催数及び開催時期）

小澤　稔 浜松情報専門学校　教務課長
令和２年２月１日～
令和３年１月３１日

令和２年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

田村さゆり ニチイ学館 浜松支店
令和２年２月１日～
令和３年１月３１日

髙柳　領平
医療法人社団　明徳会　十全記念病院　医事

課
令和２年２月１日～
令和３年１月３１日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
（公財）日本医療保険事務協会が主催する診療報酬請求事務能力認定試験をはじめとする医療系の検定試験取得や、医療事務員として即戦力として活躍できる
業界知識習得に必要な教育時間を基に、医療事務業界において必要な技能・知識等に企業ニーズを取り入れるため教育課程編成委員会を開催し、企業等の関
係者の意見を踏まえ授業科目および授業時間の見直しを検討する。また、教育内容は業界のニーズにマッチするように常に見直し、カリキュラムおよびシラバス

の内容を改善している。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

企業等の意見を教育に反映させるため、学校組織内に教育課程編成委員会として位置付ける「教育課程編成委員会」を
「浜松情報専門学校 教育課程編成委員会規程」に則り設置しており、委員会の意見を教育課程の編成に反映できる体制
としている。教育課程編成委員会の意見は新年度運営計画作成の際に審査されたのち、校長の許可を経て決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

福間　真理子
渡辺　剛一

日本医療事務協会
令和２年２月１日～
令和３年１月３１日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

荻原　啓孝 浜松情報専門学校　医療事務科教諭
令和２年２月１日～
令和３年１月３１日

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　　年2回　（７月、３月）

令和３年４月１日から新校　浜松未来総合専門学校となり「ミライスキル」型思考を目指すに当たって、編成委員会の委員が考えるサポート企業の
取り組み可能な事柄について次の意見を頂き、次回以降も編成委員会で継続的に検討することとなっている。
・病院やクリニックで働いている職員を講師に迎えて、現場の生の声を伝える機会を提供できる。【ニチイ学館　浜松支店　田村様】
・形式的ではなく普段の授業の中で学生と気軽に話ができる機会があると良い。【十全記念病院　高柳様】
・十全記念病院は各種施設を持っている為、施設見学を通してミライスキル型の働き方を見学することが可能。【十全記念病院　高柳様】

（開催日時（実績））
第１回　令和元年７月２２日（月）　１３：３０～１５：００
第２回　令和２年２月２８日（金）　１５：００～１６：３０

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
地域に密着した医療機関（病院・診療所）であって、過去に生徒の受入れ実績がある病院や卒業生が活躍する病院を選
定している。また窓口（受付・会計）業務のみならず、カルテ庫や病棟など広範囲に渡り、医療事務の業務が実習可能な医
療機関を選定している。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

本校の担当教員が連携先病院の担当者と連絡をとり実習期間・内容・および評価方法を調整した後、連携先病院で実習
を行う。連携先病院内での実習は担当指導員の協力体制のもと実施し、実習期間終了時に学習成果の評価を踏まえ、本
校担当教員が成績評価・認定を行う。
授業実施期間中は本校担当教員が情報交換の為の巡回を行い、円滑に目標とする成果の達成を図る。



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

病院実習
医療機関の協力を得て、これからの医療人を育成することを目的に実
施する。病院の実際業務を幅広く体験し、医療人としての心構えを養
う。

総合病院　聖隷浜松病院
総合病院　聖隷三方原病院
ＪＡ静岡厚生連　遠州病院　　など

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

研修名「医事ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ技能検定研修会」
（連携企業等：一般社団法人　医療秘書教育全国協議会　ｹｲｱﾝﾄﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（㈱）鈴木先生）
期間：２０１９年５月１２日（日）　１３：００～１６：３０　対象：医事コンピュータ技能検定　　担当者教員向け
内容：「医事ｺﾝ検定2級の実技演習と指導法」（領域Ⅱ・Ⅲ医療事務）

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「クラス運営について」「学生との関わり方について」（連携企業等：Ａ’ワーク創造館（大阪地域職業訓練センター））
期間：2019年８月２８日（水）　　　　　　対象：法人内専門学校教員向け
内容：ジャンルを問わず、講師に必要とされる教え方としてのソフト面（生徒の話しを聴く技術、相手に伝える方法としての
　　　　話し方の技術など）、授業の作り方としてのハード面（カリキュラムやシラバス教材の作成、クラス運営など）の両面
を学ぶ。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等
研修名「医事ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ技能検定研修会」
（連携企業等：一般社団法人　医療秘書教育全国協議会　ｹｲｱﾝﾄﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（㈱）鈴木先生）
期間：2020年10月中旬（ｺﾛﾅの状況による）　対象：医事コンピュータ技能検定　　担当者教員向け
内容：「医事ｺﾝ検定の実技演習と指導法」（領域Ⅱ・Ⅲ医療事務）

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
「浜松情報専門学校　職員研修規程」を定め、教員の資質、人間性、専門分野における知識、技術の向上を図るための「教職員研修」を、企業等
及び研修機関と連携し、育成対象の教員に対し組織的及び計画的に実施している。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名：「退学者防止のための指導法」（予定）
期間：2020年８月　　　　　　対象：法人内専門学校教員向け
内容：調整中



種別

企業委員

企業委員

企業委員

企業委員

企業委員

卒業生

地域住民

保護者

    竹本　洋平 公益財団法人　静岡県予防医学協会　健康増進課
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    山崎　正太郎 社会福祉法人　花の園会　たんぽぽ保育園　園長
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    小野　哲 小野経営科学研究所　代表
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    田中　宏和 一般社団法人システムコラボ・マネジメント　理事長
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 基準(1)　教育理念、目標
（２）学校運営 基準(7)　学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

本校における学校関係者評価は、年度の教育活動をまとめた自己点検評価報告書について外部の学校関係者から意見
をいただき、学校教育に反映させることにより、教育活動及び学校運営をより良いものに改善することを目的として実施し
ている。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 基準(5)　教育環境
（７）学生の受入れ募集 基準(6)　学生の募集と受け入れ
（８）財務 基準(7)　財務

（３）教育活動 基準(2)　教育活動
（４）学修成果 基準(3)　教育成果
（５）学生支援 基準(4)　学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

資格取得についての取り組み方法について。専門学校として１つでも多くの資格取得を期待されていることも承知してい
るが、しっかりと実力が身について、それが資格という形で証明できることが理想である。学科によって取得する資格には
免許資格と呼ばれるものと、技術スキルを図る資格がある。年度当初には、学科ごと主要資格を設定し、合格目標を掲げ
取り組んでいる。
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

令和２年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 基準(7)　法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 基準(8)　社会貢献
（１１）国際交流

    山崎　文彦 地域有識者
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    岡部　薫 浜松情報専門学校　後援会　会長
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    金岩　洋介 Recesin株式会社　代表取締役
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

    鯨　佑輔 浜松情報専門学校　同窓会　会長
令和２年４月１日～

令和３年３月３１日（１年）

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本校の教育活動及び学校運営について理解を求めるため、県内就職先企業関係者を本校に招き、学校の説明会を実施
している。詳細については、学校評価書及び学校情報をホームページ上で公開していることを伝えている。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校概要、教育理念、教育目標

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL: https://www.hamasen.ac.jp
公表時期：令和２年６月３０日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（２）各学科等の教育
設置コース、専門課程、修業年数、募集定員、学習時間数、入学者
数、

（３）教職員 教職員数、組織図、研修
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育、就職支援



（５）様々な教育活動・教育環境  施設・設備、学校行事、各種コンテスト、大学との連携プロジェクト、選択
（６）学生の生活支援 カウンセリング、保護者との連携体制
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、経済的支援措置

（１１）その他 その他の教育活動（附帯事業等）
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL: https://www.hamasen.ac.jp

（８）学校の財務 資金収支計算書、貸借対照表
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受け入れ（受入学科、入学選考方法、出願資格）

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
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○
コミュニケー
ション活動Ⅰ

有意義な学生生活を過ごすために、始業式、オリ
エンテーション、終業式、防災訓練、球技大会、
ハイキング、ビジネスショー見学等をとおして、
見聞を広げ、協調性を身につける。

1
通

30 1 ○ ○ ○

○
就職活動準備講
座Ⅰ

社会人としての知識とマナーを身につけ、就職活
動への意識を高める。 1

後
30 1 ○ ○ ○

○
ワープロ・表計
算基礎

一般常識ともいえるワープロ、表計算。「使え
る」ではなく「使いこなせる」ことを目標に、さ
まざまな機能を学習し、日本語ワープロ検定や表
計算検定試験に挑戦する。

1
通

60 2 ○ ○ ○

○
プレゼンテー
ション基礎

コミュニケーションの手段である重要な点を理解
し、それらの技法を身につける。さらに効果的な
プレゼンテーションの方法である、パワーポイン
トの使い方を学習する。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○
国際コミュニ
ケーションⅠ

グローバル化が進む中、外国人が医療機関を利用
するケースも増えてきている。医療事務員として
最低限必要な窓口英会話を、実践的に学習する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 選択科目Ⅰ

1年間に２教科の選択科目が予定されている。その
中から各自学習の進度に応じて、興味のある分野
を選択し学習する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 選択科目Ⅱ

1年間に２教科の選択科目が予定されている。その
中から各自学習の進度に応じて、興味のある分野
を選択し学習する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 保険請求事務Ⅰ

保険請求のための診療報酬の算定を迅速かつ正確
に行う技能を修得する。あわせて、医療保険制度
のしくみと役割についても学習する。

1
通

150 10 ○ ○ ○

○ 医療秘書

病院組織や医療現場に特有な医療・医学や医療事
務の基礎的知識を学習し、医者や看護師が行う医
療行為を事務的に補助するための知識を修得す
る。

1
通

60 4 ○ ○ ○

○ 基礎医学論

医療チームの一員としての医療秘書にとって基本
的な医学知識、そのなかでも解剖生理学、からだ
の仕組みがどうなっているのかを理解する。

1
通

60 4 ○ ○ ○

○
ベビーシッター
講座

幼児の食事と栄養、発達心理、急病とケガの応急
手当てなどの知識を身につけ、ベビーシッターの
資格を目指す。

1
前

60 4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（商業実務専門課程　医療事務科）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○ 救命救急講座

日常生活における事故防止、手当の基本、人工呼
吸や心臓マッサージの方法、AEDを用いた除細動、
止血の仕方、包帯の使い方、骨折などの場合の固
定、搬送、災害時の心得などについての知識と技
術を学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
医事コンピュー
タⅠ

医事コンピュータシステムを活用し、医師の書い
たカルテから診療報酬算定の対象となる医療行為
を漏れなく算定し、誤りのない正確なレセプトの
作成法を学習する。

1
通

60 2 ○ ○ ○

○ 病院実習

医療機関の協力を得て、これからの医療人を育成
することを目的に実施する。
病院の実際業務を幅広く体験し、医療人としての
心構えを養う。

1
後

60 2 ○ ○ ○ ○

○ 医療業界研究

高齢化社会や医療技術の向上などにより、医療分
野は大きく変化してきている。そのような今日の
状況を理解しながら、病院における医療行為や事
務的業務の基本や常識について学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
コミュニケー
ション技法Ⅰ

ビジネス会話の基本である言葉づかいから、相手
に好印象を与えるための聞く態度・話す態度、仕
事の基本である報告・連絡・相談などの基礎的な
コミュニケーション能力を養う。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 秘書概論

秘書として必要な知識と技能を総合的に習得する
ことにより、秘書の仕事の実態と、これからの秘
書の在り方について十分理解する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 秘書実践

秘書概論で学んだ知識が、日常生活の中で実践的
に活用されてきたかを確かめながら、実習を交え
基本的マナーの定着を図る。

1
通

60 4 ○ ○ ○

○
パソコンリテラ
シー

ノートパソコンの初期導入、各種ソフトのインス
トール、設定を行い、パソコンの基礎知識を学習
と、ＳＮＳ利用の際に注意すべく情報リテラシに
ついて学習する。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○
マイクロソフト
対策講座Ⅰ

世界標準であるオフィスソフトの中で、Ｗｏｒｄ
についてより多くの機能について学習する。
マイクロソフトオフィススペシャリスト試験（Ｗ
ｏｒｄ）合格を目指す。

1
通

60 2 ○ ○ ○

○
メイク・ファッ
ション

ビジネスマナーの一部として、それぞれの場面に
応じたメイクやファッションについて理解を深
め、自ら表現できるようにする。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ ペン習字

ビジネス場面での文書作成はワープロがメインで
はあるが、実際には今でも手書きでの文書作成の
必要性は残っている。このような場面で活かせる
書き方を習得する。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○
コミュニケー
ション活動Ⅱ

有意義な学生生活を過ごすために、始業式、終業
式、防災訓練、球技大会、ハイキング、ビジネス
ショー見学等をとおして、見聞を広げ、協調性を
身につける。また修学旅行を実施する。

２
通

60 2 ○ ○ ○

○
就職活動準備講
座Ⅱ

社会人としての知識・マナーを身に付け、厳しい
就職戦線を勝ち抜くための準備を目標とする。こ
の科目を通して本格的な就職活動への意識を高め
る。

２
前

30 1 ○ ○ ○

○
国際コミュニ
ケーションⅡ

外国人が医療機関を利用するケースも増え、浜松
地区ではポルトガル語の応対も必要である。医療
事務員として最低限必要な窓口ポルトガル話を、
実践的に学習する。

２
後

30 2 ○ ○ ○



○ 選択科目Ⅲ

1年間に２教科の選択科目が予定されている。その
中から各自学習の進度に応じて、興味のある分野
を選択し学習する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○ 選択科目Ⅳ

1年間に２教科の選択科目が予定されている。その
中から各自学習の進度に応じて、興味のある分野
を選択し学習する。

２
後

30 2 ○ ○ ○

○ 保険請求事務Ⅱ

診療報酬制度は、厚生労働省より改正が行われ
る。１年次に学習した内容の改正点を重点的に学
習し、新制度への対応を図る。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○ 保険請求事務Ⅲ

より実務レベルを想定した診療報酬計算を身に付
ける。また現場職員のスキルアップの位置づけと
されている、診療報酬請求事務能力認定試験の合
格を目指す。

２
前

60 4 ○ ○ ○

○ 実践介護講座

医療機関の多くの利用者は高齢者である。不自由
な患者さんには、待合室から診察室までの介助が
必要である。実践的に体の不自由な方や、お年寄
りの介助について学習する。

２
前

60 4 ○ ○ ○

○ 手話

手話は聴覚障害者にとって大切なコミュニケー
ション手段である。聴覚障害者が医療事務員から
手話で話しかけられたら安心感が生まれる。簡単
な挨拶から手話を習得していく。

２
後

30 2 ○ ○ ○

○
医事コンピュー
タⅡ

１年次で修得した外来診療の知識の上に、入院に
伴う算定処理ついての知識を身につけ、上位級の
検定試験に合格することを目指す。

２
前

60 2 ○ ○ ○

○
デンタルアテン
ダント

歯科における院内業務全般について、衛生管理か
ら治療器具についての理解、歯牙・口腔の知識な
どアシスタント業務に必要な知識を修得する。

２
後

90 6 ○ ○ ○

○ 調剤事務

調剤保険薬局に必要な、調剤報酬請求事務等の知
識と調剤報酬請求書の作成を学習する。
処方箋の取り扱いや、薬の説明など実践的に学習
する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○ ケアクラーク

介護事務職員として身につけておくべき社会福祉
制度や介護報酬請求事務などに関する知識と技能
を学ぶ。

２
後

60 4 ○ ○ ○

○
ドクターズク
ラーク

診療録や各種診断書・証明書・処方箋などの医療
文書の作成など、従来医師が行っていた業務を医
師の指示のもとで行う業務の知識を学ぶ。医師事
務作業補助者の資格を取得する。

２
前

90 6 ○ ○ ○

○ 電子カルテ

電子カルテシステムでは、診療記録は受付や会
計・検査室・資料室などで即座に閲覧できる。こ
れらのシステムの基礎知識を学ぶとともに基本的
な操作方法を習得する。

２
後

30 1 ○ ○ ○

○
コミュニケー
ション技法Ⅱ

１年次の学習を基礎に、心理学の論理・技術を活
用し、お客様対応・クレーム対応の演習を行う。 ２

前
30 2 ○ ○ ○

○
マイクロソフト
対策講座Ⅱ

世界標準であるオフィスソフトの中で、Ｅｘｃｅ
ｌについてより多くの機能について学習する。マ
イクロソフトオフィススペシャリスト試験（Ｅｘ
ｃｅｌ）合格を目指す。

２
通

60 2 ○ ○ ○



○
ホームページ制
作

情報発信の基本となるHTMLについて学習し、ホー
ムページの作成方法を習得する。より視覚的に印
象の残るホームページの作成を学習することで、
病院ホームページの更新作業などに活用できる。

２
後

30 1 ○ ○ ○

○ データベース

データベースの基本的な機能は、「データ蓄積機
能」と「データ抽出機能」である。データベース
の中で現在もっともよく使われているリレーショ
ナルデータベースを学習する。

２
前

30 1 ○ ○ ○

○
ビジネス文書技
法

ワープロを使いこなして、文字・記号・画像入
力・編集・加工などを活用したビジネス文書の作
成法を学習する。また文書デザイン検定試験に挑
戦する。

２
前

30 1 ○ ○ ○

○ アロマテラピー

心と健康のバランスを保つためにも有効なアロマ
テラピーの知識を身につけ、それぞれの職場にお
ける職場環境などに配慮できるように知識を身に
つける。

２
前

30 1 ○ ○ ○

○
カラーコーディ
ネイト

色彩学の基礎を学び、ビジネスの場面や自分に
合った色を理解するとともに、待合室の雰囲気づ
くりなど活用する知識を身につける。

２
後

30 1 ○ ○ ○

○ 卒業研究
２年間の学習成果をまとめるために、グループ毎
に最新医療動向などについて調査・研究を行う。
まとめた成果の発表会を実施する。

２
後

60 2 ○ ○ ○

４５　　　科目合計 ２，０４０単位時間(１０７単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全科目の成績評価において不可の評価(評価点６０点未満)がなく、年間出席時限
数が年間消化時限数の８５％以上であり学納金未納でないこと。

１学年の学期区分 ２期
１学期の授業期間 ２０週

（留意事項）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
コンピュータ
ミュージック

コンピュータミュージックのソフトウェア
に、既成の楽譜を打ち込みながら、楽譜の読
み方などについても学習する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 音楽 ピアノ演奏の基礎技能について学習する。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ イラスト表現
目的、テーマ、表現方法を考慮した上で、イラス
トレーション制作を行う。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 画像処理表現
画像処理ソフトウェアを使用し、それぞれの学生
が自分で選んだテーマの作品を制作する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
カ ラ ー コ ー
ディネイト

イメージを色で表現するトレーニングを積み
重ねて実用的な色彩表現力を身につけること
を目的とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
データベース
ア プ リ ケ ー
ション

データベースソフトの「Ａｃｃｅｓｓ」を使
いこなせるよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
表計算アプリ
ケーション

表計算ソフトの「Ｅｘｃｅｌ」を使いこなせ
るよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
ビジュアルプ
ログラミング

ビジュアルプログラミングの「Ｖｉｓｕａｌ
Ｂａｓｉｃ」を使いこなせるよう、学習して
いく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ ワープロ技法
ワープロソフトの「Ｗｏｒｄ」を使いこなせ
るよう、学習していく。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
プレゼンテー
ション技法

プレゼンテーションソフトの「ＰｏｗｅｒＰ
ｏｉｎｔ」を使いこなせるよう、学習してい
く。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○
ホームページ
作成

ＨＴＭＬ言語を使用し、ホームページの基本
的なホームページを作成する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

授業科目等の概要　選択必修科目「選択科目」

（商業実務専門課程　医療事務科）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
コンピュータ
会計

コンピュータ会計ソフトを使用し、基本的な
精算表を作成する。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ お金の知識
株式や企業会計、個人資産などの経済知識を
学ぶ。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 公務員講座
公務員採用試験において実施される筆記試験
の学習を行う。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 秘書講座 社会人としての知識・マナーを身に付ける。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 英会話
英語による会話に馴染み、結果として会話力
を高めることを目標とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 中国語会話
中国語による会話に馴染み、結果として会話
力を高めることを目標とする。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 資格取得講座 漢字検定３級以上合格を目指す。
全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ ゼミナール
社会が求める専門性の高い分野や新技術など
について学ぶ。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 茶道
日本の文化である茶道を学び、一般教養を深
める。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 書道
日本の文化である書道を学び、一般教養を深
める。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

○ 体育
基本的な運動を正しく行えるようにする。怪我の
ない健康な体を運動により育む。

全
通

30 2 ○ △ ○ ○

　　22科目合計 660単位時間(  44単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全科目の成績評価において不可の評価(評価点６０点未満)がなく、年間出席時限
数が年間消化時限数の８５％以上であり学納金未納でないこと。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 20週

（留意事項）


